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　新たな価値創造の源泉となる「知」と「人材」を輩出し、社会の新陳代謝を促し得る大学の存在は、イ
ンクルーシブで持続可能な知識集約型社会へとグローバルな社会構造が大きく変化し、18歳人口が減
少する中において、重要な社会インフラ基盤です。大学には、新たな社会ニーズに積極的に応えていくこ
とに留まらず、新たな価値創造を通じて、次代の社会構造の転換を促し得る大胆なビジョンを自ら提唱し、
グローバルアジェンダを牽引することが社会から期待されていると感じています。
　これを踏まえ、地域中核・特色ある研究大学は、国際卓越研究大学と共に両輪となって相乗的・相補
的な連携を行い、特色ある研究の国際展開や地域の経済社会の発展、国内外の課題解決を図ることで
大学の活動を拡張させ、ともに研究大学群として発展していくことが重要です。
　令和6年度に公募を行った「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」では、65の大学から申請が
ありました。審査は一次審査（書面審査）及び二次審査（ヒアリング審査）の2段階により実施をしました。
令和6年度はヒアリング審査において、特に事業運営に当たって確認する必要があると判断した申請に
ついては、サイトビジットによる意見交換及び中核となる研究施設の視察等を行い、審議を尽くしました。
審査の結果13大学を採択し、昨年度に採択された12大学と合わせて、事業全体として25大学が採択と
なりました。
　採択大学は挑戦的な取組が多いがゆえに、困難な道のりとなることも考えられます。しかし、こうした困
難にも打ち勝ち、学長を中心とした取組を着実に実施し、世界の中で輝く大学へと発展していくことを確
信しています。
　さらに本事業は、研究大学群の形成を目的としていますので、採択された25大学が総体として、これま
での互いに競い合う関係を超えて、個々の特色を際立たせつつ、互いにその取組を共有し協力し合う関
係を持つ集団（J-PEAKS大学群）へと発展されることを望みます。

委員長

地域中核・特色ある研究大学の振興に係る事業推進委員会

委
員
長 

挨
拶

greetin
g
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文科省

日本学術
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（基金）
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地
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会
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題
解
決

我が国の科学技術力の飛躍的向上
地域の社会経済を活性化し課題解決に貢献する研究大学群の形成

●

●

●

強みを有する大学間での連携による相乗効果で、研究力強化に必要な
取組の効果を最大化

特定領域のTOP10％論文が世界最高水準の研究大学並みに
強みや特色に基づく共同研究や起業の件数の大幅増加、持続的な成長を
可能とする企業や自治体等からの外部資金獲得

研究を核とした大学の国際競争力強化や経営リソースの拡張
戦略的にメリハリをつけて経営リソースを最大限活用する文化の定着

強みや特色ある研究や
社会実装の拠点等を有する大学が、

コアとなる共同研究・連携の場

特色ある研究の国際展開

補
助
金

伴
走
支
援

経営戦略の下、
全学としてリソースを投下

▄  目的

▄  事業スキーム

　地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）は、①強みを持つ特定の学術領域の卓越性を発展させる機能、②地球規模

の課題解決や社会変革に繋がるイノベーションを創出する機能、③地域産業の生産性向上や雇用創出を牽引し、地方自治体、産業界、

金融業界等との協働を通じ、研究力を活かして地域課題解決をリードする機能を有する地域中核・特色ある研究大学が、特色ある研究

の国際展開や、地域の経済社会や国内外の課題解決を図っていけるよう、特定の強い分野の拠点等の強みを核に大学の活動を拡張さ

せるとともに、大学間での効果的な連携を図ることで、研究大学群として発展していくための支援事業です。

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業

▄  事業内容
　地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）では、強みや特色ある研究、社会実装の拠点等を有する国公私立大学を対

象に、当該大学が、研究力の飛躍的向上に向けて10年後の大学ビジョンを描き、そこに至るためのプロセスを構想し、アウトプット・アウト

カム指標を設定した上で、強みや特色ある研究力を核とした戦略的経営の下、他大学との連携等を図りつつ、研究活動の国際展開や

社会実装の加速・レベルアップの実現に必要なハードとソフト双方の環境構築の取組を支援します。

▄  事業概要

事業実施
期間

令和５年度～（５年間、基金により継続的に支援）
※最終年度となる５年度目を目途に評価を行い、進捗に応じて、必要な支援を展開できるよう、文部科学省及び日本学術振
興会において取組を継続的に支援（最長 10 年を目途）

支援件数 25 件（令和 5 年度採択：12 件、令和 6 年度採択：13 件）

支援対象
強みや特色ある研究や社会実装の研究拠点（世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）や共創の場形成支援プログラム

（COI-NEXT）等の拠点形成事業、地方自治体・各府省施策、大学独自の取組等によるもの）等を有する国公私立大学のうち、
研究力の向上戦略を構築した上で、全学としてリソースを投下する大学

支援経費

大学が策定した研究力の向上戦略の実現に必要な経費として以下を支援（１件当たり最大 55 億円程度）

A
戦略的実行経費（最大 25 億円程度（５億円程度／年）／件）：研究戦略の企画・実行、技術支援等を行う専門人材の人件費、
研究者の人件費、旅費、謝金、調査費、その他研究力の向上戦略の実行に必要な経費

B
研究設備等整備経費（最大 30 億円程度（最大 15 億円程度／１連携大学）／件）：研究機器購入費、研究機器購入に伴
う設置経費、研究・事務 DX（デジタル・トランスフォーメーション）や研究機器共用の推進を含む研究環境の高度化
に向けて必要となる環境整備費、その他研究力向上に係る研究設備の整備費及びその付帯事務費等

※アウトプット指標：大学ビジョン実現に向けたJ-PEAKSにおける取組の活動目標や活動実績に当たるものであり、大学ビジョンを実現するために必要となる、事業
の状況を把握できるデータや指標として各採択大学において設定。
※アウトカム指標：J-PEAKSにおける取組を実施して得られる成果目標に当たるものであり、J-PEAKSを通じて大学にもたらしたい「望ましい変化」の達成状況を評
価できるデータや指標として各採択大学において設定。
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▄  実施体制
　本事業は、文部科学省と日本学術振興会が協力・連携して事業を運営しています。

　事業の実施体制としては、文部科学省が設置する「地域中核・特色ある研究大学の振興に係る事業設計委員会」において、制度設計や

基本的な方針等について検討を行います。その方針を受け、日本学術振興会が設置する、有識者による「地域中核・特色ある研究大学の

振興に係る事業推進委員会」において、公募・審査・進捗管理等を実施します。

▄  審査について
　一次審査として申請大学より提出された書面（「研究力の向上戦略」「研究力向上計画」「資金計画」及び「事業概要図」）に基づき審

査を行いました。次に、二次審査として、原則、提案大学の全体責任者（学長）よりヒアリングを行い、さらに必要に応じてサイトビジットに

よる意見交換等を行った結果、令和５年度に12大学、令和６年度に13大学の計25大学を採択しました。

▄  評価について
　大学が実施した本事業の評価は、事業期間３年度目を目途に中間評価を行い、その結果を踏まえた４年度目以降の計画に基づき助

成することとし、また、事業期間５年度目を目途にとりまとめの評価を行います。

基本方針の
提示・助言

進捗報告

公募に向けた取りまとめ
大局的観点での助言

事業設計委員会

公募・審査・進捗管理等

事業推進委員会

基金

地域中核・特色ある研究大学の振興に係る事業推進委員会　委員名簿 

上山　隆大 内閣府本府　参与

○ 坂田　一郎
東京大学大学院工学系研究科　教授、
東京大学地域未来社会連携研究機構　機構長

佐藤　康博 株式会社みずほフィナンシャルグループ　特別顧問

高橋　真木子
金沢工業大学大学院イノベーションマネジメント研究科　教授、
一般社団法人ＲＡ協議会　副会長

西村　訓弘 三重大学大学院地域イノベーション学研究科　教授

長谷川　眞理子 独立行政法人日本芸術文化振興会　理事長

波多野　睦子 東京科学大学　理事・副学長／工学院教授

福田　秀樹 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構　顧問

福田　裕穂 公立大学法人秋田県立大学　理事長・学長

福原　紀彦 日本私立学校振興・共済事業団　理事長

◎ 山崎　光悦 福島国際研究教育機構　理事長

◎：委員長、○：副委員長（50 音順・敬称略）
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▄  伴走チームの体制について
　伴走チームは、首席サポーター、次席サポーター、サポーター、アドバイザー及びリエゾンで構成されています。

　サポーターは各採択大学への伴走支援を担当し、担当大学との対話を通して、必要な助言や提案を行います。各採択大学からはリエ

ゾンが選任され、伴走チームと採択大学との対話の橋渡しを担うほか、大学内に伴走支援の取組を展開する役割も果たしています。また、

アドバイザーは、スタートアップや財務戦略等、採択大学からの個別課題に対して、専門的な知識に基づき、助言や提案を行います。

　サポーターと採択大学との対話に加え、伴走チームでは、伴走支援総合調整会議や大学へのサイトビジット、勉強会等の取組を通じて、

各採択大学の進捗状況の確認や、採択大学同士のコミュニケーションの推進を図っています。

▄  伴走支援について
　本事業においては、日本学術振興会に伴走チームを設け、採択大学が効果的に取組を進められるよう、必要な助言・提案等を行うこと

を目的として、以下の取組を行っています。

① 大学の状況把握・可視化　
大学の認識と伴走チームの認識を一致させ、関係者が同じ土俵で大学ビジョン実現に向けた対話ができ
るよう環境を整えます。

② 大学間の連携促進　 採択大学間の連携を促し、共通する課題に対する好事例・ノウハウ等の共有等を推進します。

③ 大学への助言・提案　
大学において大学ビジョンの実現のために必要と判断した具体的な取組に対して、実効性を高める観点
から専門的知見に基づく助言等を行います。

④
評価を踏まえた

改善の支援　
「地域中核・特色ある研究大学の振興に係る事業推進委員会」から指摘された改善事項に対する大学に
おける具体的な改善を促します。

▄  伴走支援体制図

文部科学省
事業設計委員会

事業推進委員会

サポート体制
［調査チーム］

海外事例を
含めた調査
結果報告等

コンサル

進
捗
報
告

基
本
方
針
の

提
示
・
助
言

伴
走
ユ
ニ
ッ
ト

に
招
集

専
門
的
観
点

か
ら
助
言
等

採択大学

進捗評価の共有

大学の取組状況、
伴走支援方針等
の報告

報告・補助的事務

対応依頼

対話

伴走チーム
伴走ユニット

アドバイザーグループ

進捗評価
進捗報告

事務的支援

相談・情報提供等

相談・
状況共有

進捗状況の
把握・助言等

相談・報告等
補佐

進捗状況の
把握・助言等

相談・報告等
連携機関

ベンチャー
キャピタル・
スタートアップ

知財戦略

次席サポーター

首席サポーター サポーター リエゾン

戦略的
寄付金集め・
基金運用

人事戦略 その他
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▄  地域中核・特色ある研究大学の振興に係る伴走チーム　首席サポーター・次席サポーター・サポーター・アドバイザー名簿

アドバイザー　※50音順・敬称略（今後、必要に応じて随時追加予定）

青柳　光昌 一般財団法人社会変革推進財団　専務理事

植草　茂樹
公認会計士、植草茂樹公認会計士事務所　所長、
一般社団法人研究基盤協議会　副会長・理事

折茂　美保 ボストン・コンサルティング・グループ合同会社　Managing Director & Partner

加瀬澤　良年 株式会社ビズリーチ　社長室　特命プロデューサー

川上　悟史 経済産業省イノベーション・環境局　大学連携推進室長

栗原　康剛 三菱商事株式会社　グローバル統括部　総合チームリーダー

坂本　憲利 公認会計士、合同会社ミーティングポイント　代表社員

陶山　祐司 株式会社至真庵　代表取締役

西原　祐一
Google LLC　検索技術パートナーシップ　プロジェクトリーダー
デジタルハリウッド大学院大学　特任教授

吉田　房代 公益社団法人 Japan Treasure Summit　事務局代表

サポーター　※50音順・敬称略

令
和
5
年
度 

採
択
大
学
担
当

大隅　典子 東北大学　大学院医学系研究科　教授、経営戦略本部　アドバイザー

長我部　信行
株式会社日立ハイテク　コアテクノロジー＆ソリューション事業統括本部　
エグゼクティブアドバイザー

桑田　薫 東京科学大学　副理事（DE&I 担当）

財満　鎭明 名城大学　大学院理工学研究科　教授、学長補佐

藤巻　朗 名古屋大学　未来社会創造機構　特任教授

ベントン キャロライン 筑波大学　大学院ビジネスサイエンス系　教授

令
和
6
年
度 

採
択
大
学
担
当

加納　敏行
日本電気株式会社　グローバルイノベーションビジネスユニット　
グローバルイノベーション戦略統括部　上席技術主幹

佐藤　勲 東京科学大学　戦略本部　特命教授、I⁴Collective ディレクター

宮浦　千里 中部大学　大学企画室　特任教授

森　初果 東京大学　物性研究所　教授

安浦　寛人
情報・システム研究機構　国立情報学研究所　
副所長、特任研究員（学術基盤チーフディレクター）

首席サポーター　※敬称略

濵口　道成
国立研究開発法人日本医療研究開発機構　
先進的研究開発戦略センター　センター長

次席サポーター　※50音順・敬称略

須藤　亮
公益財団法人日本工学会　会長、
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構　イノベーション戦略センター　フェロー

濱田　州博 公立諏訪東京理科大学　学長

村上　雅人 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構　監事

（令和７年７月時点）
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

2030 年に向けたビジョン「HU Vision 2030」

において、研究の卓越性（Excellence）と

社会展開力（Extension）を強化し、持続可

能な Well-being 社会の実現に貢献すること

を目指している。そのために、地球の自然

環境や社会環境の激変に影響されず、人類

の将来にわたって安全かつ安定で、環境負

荷のほとんどない持続的な食料生産システ

ムへのパラダイムシフトを実証し、世界の食

料生産に貢献する。

論文数及び民間からの共同研究受入額に

おける高い実績と、世界的な研究拠点であ

るWPI 化学反応創成研究拠点（ICReDD）

やワクチン研究開発拠点（IVReD）に代表

される研究の卓越性を有している。また、

世界最大規模の広大な研究林や農場、臨

海実験所等のフィールドを活用して、スマー

ト農業等の食料生産技術開発等、世界共

通課題の解決に貢献している。

本学の特色ある研究領域であるフィールド

を活用した農学・水産学・環境学・生態学

を結集して、リジェネラティブな（環境再生

促進型）持続的食料生産システムの一大拠

点へと発展させ、研究プロジェクトを推進

する。また、若手研究者の海外派遣と国

際共同研究を通じて人材育成と国際展開

を図り、事業開始５年後には独自財源での

拠点自立を目指す。

北海道大学

参画機関
メルボルン大学、マサチューセッツ大学アマースト校、 地方独立行政法人 北海道立
総合研究機構、室蘭工業大学、北海道国立大学機構　小樽商科大学、北海道国
立大学機構　帯広畜産大学、北海道国立大学機構　北見工業大学

フィールドサイエンスを基盤とした地球環境を再生する新たな持続的食料生産システムの構築と展開
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

前身組織である創成研究機構の機能を継

承しつつ、融合研究の推進と社会実装の加

速、産業創出に資する大型事業の展開の

ため、令和 7 年 1 月に「総合イノベーショ

ン創発機構」を設置。

また、環境再生型農林水産業システムの構

築を目指した研究・教育を推進する総合知

の反応場として、学内共同プロジェクト拠

点「リジェネラティブ農林水産研究拠点」を

令和 7 年 3 月に設立。さらに、学内の独創

的な分野融合研究に対し、研究費や拠点

形成経費の段階的な支援及び各研究支援

組織による一体的・アジャイルな支援を通

じ て、 新 た な Excellence や Extension の

研究拠点の形成を目指す「連携研究 PF 事

業」を実施。令和 6 年度は 18 件を採択し、

令和 7 年度から支援を開始。 学内融合研究の加速と社会的インパクト創出に向けた拠点整備・支援施策の全体像（令和 6 ～ 7 年度）

部署 研究推進部 研究支援課 HP https://www.cris.hokudai.ac.jp/j-peaks

EMAIL j-peaks2@research.hokudai.ac.jp TEL 0 1 1 - 7 0 6 - 9 5 6 5

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

「つねに、より高きものをめざして」とい

う千葉大学の理念に基づき、国際頭脳循

環の中核として世界最先端の研究を展開

し、本学の強みや特色ある研究領域にお

いて、学び、研究し、イノベーションを

創出する場として、国内外の学生や研究

者に選ばれる大学となる。

【本学の強みや特色ある研究領域】　

( ⅰ ) 免疫学・ワクチン学研究

( ⅱ ) 予防医学研究

( ⅲ ) 地球観測ビッグデータ統合解析研究

( ⅳ )�ニュートリノが 拓くマル チメッセン

ジャー天文学研究
世界的にもユニークな自己接種や常温保存が可能

な粘膜ワクチンの研究開発と実用化、暮らすだけで

健康・活動的になるwell-beingの実現を目指したリ

ビングラボの開発や社会実装などを推進している。

世界的卓越性を追求し、( ⅰ ) 領域を重点的

に強化するとともに、「千葉大学 Biohealth 

open Innovation Hub（BIH）」（地域中核・

特色ある研究大学施設整備事業により整

備）を活用し、( ⅰ )（ⅱ）のバイオ×健康領

域のイノベーション創出を加速。( ⅰ )のグッ

ドプラクティス等を横展開し、6 年目以降に

( ⅲ )、( ⅳ ) 領域を強化。さらに、学内に横

展開し、全学の中長期的な発展を目指す。

本学の強みや特色ある研究領域において、学び、研究し、イノベーションを創出する場として、国内外の学生や研究者に選ばれる大学となる。

研究力が向上した10年後の到達イメージ

免疫学・ワクチン学研究 予防医学研究 ニュートリノが拓くマルチ
メッセンジャー天文学研究地球観測ビッグデータ統合解析研究

n大学ビジョンの実現に向けた千葉大学J-PEAKSの主な取組内容

千葉大学

参画機関
東京大学、筑波大学、東京理科大学　生命医科学研究所、理化学研究所、量子
科学技術研究開発機構、カリフォルニア大学サンディエゴ校（粘膜免疫治療学・ワク
チン開発研究センター、微生物叢技術革新センター）

免疫学・ワクチン学研究等を戦略的に強化し、成果の社会実装に繋げるとともに、取組を学内に横展開する。
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お 問 合 せ 先

部署 NEXT Decennium 研究戦略推進本部 HP https://www.chiba-u.ac.jp/research-collab/
j_peaks/index.html

EMAIL j-peaks-jim@chiba-u.jp TEL 0 4 3 - 2 9 0 - 2 9 8 2

2 0 2 3

J-PEAKS を推進する本部機能として、NEXT 

Decennium 研究戦略推進本部を新設（NEXT 

Decennium：次の 10 年間という意味）し、当

該本部下で定例開催されるNEXT Decennium 

研究戦略推進会議にて、研究力向上と大学経

営改革に取り組むための施策を検討・推進。

学内の新組織として、DSC、cCHID、cNIVR を

立ち上げると共に、学術研究・イノベーション

推進機構（IMO）と連携し、研究力強化を目

的とした研究支援プログラムやURA 体制の強

化を実施。また、令和 7 年 4 月 1 日に千葉大

学初の完全子会社「株式会社千葉大学コネク

ト」を設立したほか、オープンイノベーション

施設としてBiohealth open Innovation Hub

（BIH）を柏の葉キャンパスに整備し、千葉大

学を核としたイノベーション・エコシステムの

構築を目指している。
①株式会社千葉大学コネクトとアントレプレナー シップセンターの設立　② 千葉大学の URA 新体制　

③ Biohealth open Innovation Hub 内観　④ Biohealth open Innovation Hub 外観

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果



J-PEAKS12 Program for Forming Japan’s Peak Research Universities 

大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

地球をまわす世界第一線の研究大学へ

～人とかがやく～

持続発展可能な社会の実現を目指した「地

球をまわそう。」を理念とし、農学、工学お

よびその融合領域における科学的探究を通

じ、次の時代のあるべき姿を示し努力する

すべての人を尊重し、人の価値を知的に社

会的に最大に高める世界第一線の研究大学

となることを目指す。

提案大学は、「使命志向型の教育研究〜美

しい地球持続のための全学的努力〜」を基

本理念とし、国際的社会課題を率先して解

決することで、人類の幸福に貢献すること

を希求している。この提案大学の基本理念

の実現に向けて、「農工融合学」を自らの

強み・特色であると認識し、研究力の強化

のための経営戦略を推進する。

海外大学も参画した産学官連合体の構築

に向けた拠点を形成、連携大学である電

気通信大学、東京外国語大学とともに異

分野融合研究を進め、新たなイノベーショ

ンの創出に繋げ、研究成果の国際社会実

装を推進する。さらに、認定ファンド等を

活用する等による大学経営基盤の強化によ

る資金循環をおこない、海外事業の源泉と

なる教育研究力強化に繋げる。

解決する課題
「国際的求心力」

【課題を解決するための戦略】
 海外事業戦略: 提案大学と志を同じとする大学群、企業群、政府、民間組織と連合体を
組成し、互いに有効な役割分担・役割連結を進めて、研究開発投資効果を最大化する
新しいフレームワーク構築し、世界各地へ実装する。

 国内事業戦略: 人材育成や経営改革を進め海外事業の源泉となる基礎研究力を強化する。

【本事業で強化するポイント】
 国際共同研究で得た成果（論文、特許など）をもとにした外部資金の獲得力
 研究成果の国際社会実装を支える基礎研究力
 国際社会実装および文理融合研究を牽引できる多様な人材の育成と確保

【課題を解決するための計画】
 海外大学を参画機関とし、提案大学の
ブランチラボである「TUAT Lab.」を設置する。

 産学官連合体を牽引し、「食」と「エネルギー」に
関する研究成果の国際社会実装を推進する。

暮らしの基盤：
「エネルギーの持続性」

社会的共同・互恵的関係性の基盤：
「信頼の持続性」

生命の基盤：
「食と健康の持続性」

「3つの基盤の持続性」によるサステイナブル
社会の実現
西東京三大学の強みを活かした総合知で
国際イノベーションを起こす取組を推進

持続可能な航空燃料(SAF)
の原料となるポンガミア栽培
研究

ハワイ文化・環境に
適応した陸稲栽培
研究

三大学の研究成果、海外事業開発成果を発信する
西東京国際イノベーション共創拠点

東京農工大学
連携大学 電気通信大学、東京外国語大学

参画機関 ハワイ大学マノア校、クイーンズランド大学

西東京の三大学が食とエネルギー研究を海外展開し、国際イノベーション創出するための研究力強化を推進する
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

暮らしの基盤：
「エネルギーの持続性」

社会的共同・互恵的関係性
の基盤：「信頼の持続性」

生命の基盤：
「食と健康の持続性」

国際的研究・
産学連携拠点

Top10%論文数

外部資金収入

スタートアップ、
新産業創出

国際社会への
インパクトある発信

「総合知」で国際社会課題を
解決できる国立大学群

社会変革を起こし
全地球規模の

人類の幸福に貢献

世界最高水準の研究卓越性
とイノベーションエコシステム

世界の社会課題を解決する
先進技術の開発、
グローバル人材の輩出

現在 10年後さらにその先へ

目指す
世界未来像/大学ビジョン

5年後

政策提言

グローバル
アジェンダ提言

ユニコーン企業の
輩出

西東京から世界へ展開するフェーズ 世界を動かす大学群へと成長するフェーズ

マイルストーンの達成
基礎研究力の強化

国際事業開発
（豪州、ハワイから世界展開）

多様な人材育成・確保

産官学連合体の形成

文理協働の学術推進 新たな強み
特色の獲得

研究力の継続的強化
新しい学術領域の創生

西東京三大学の基盤

国内省庁、民間企業、
スタートアップ、大学との協業

国連・FAO・IEA・
ICAOなど海外機関

国際競争力の強化

大学ホールディングス
の構築

環境と調和した農業、
食料・エネルギー生産

スマート社会の実現
先進エネルギー技術開発

世界との信頼関係構築

a. 持続可能な航空燃料(SAF)の原料となるポンガミア栽培研究
b. ハワイ文化・環境に適応した陸稲栽培研究
c. 三大学の研究成果、海外事業開発成果を発信する
西東京国際イノベーション共創拠点 / S2RC活動勉強会

a.

c.

b.

大学の経営機能と教学機能の分離によりガ

バナンスを強化、食料生産・スマート農業・

畜産分野・環境分野のスタートアップに対し

本学が組成した認定ファンド「TUAT1 号ファ

ンド」から出資するとともに、学内組織のみ

では対応できない海外企業との契約や法務

対応を担当するため、海外事業の企画・運

営・財務管理のコンサルテーション業務を

行う100% 出資の「Dejima　Intelligence

株式会社」を設立、グローバルイノベーショ

ン研究院、ディープテック産業開発機構等

の本学組織や西東京三大学サステイナビリ

ティ国際社会実装研究センターとともに、

本事業である「食とエネルギー」関連事業

等に取り組む等、本学の持続・拡大可能な

財務基盤の構築を進めている。

西東京三大学による産学官連合体で社会実装を推進

部署 経営部 経営企画課 HP https://www.tuat.ac.jp/

EMAIL keikaku@cc.tuat.ac.jp TEL 0 4 2 - 3 6 7 - 5 4 6 2

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果

大学ビジョン実現に向けた主なアウトカム指標　➀国際的研究・産学連携拠点 ( 海外／国内）の設置（5 拠点）、
➁スタートアップ、新産業創出に向けた民間からの投資受入額（50億円）、③民間企業等からの共同研究費等受入額（2.1倍）
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

｢ 人が生きる力 ｣であるアートを基軸に､｢ 一

人ひとりの心の豊かさ｣ への眼差しを中心

･ 根幹として現在の SDGs を拡張させ､17 の

ゴールの垣根を融かし､ 異なる専門性や科

学技術との融合によるイノベーション創出と､

地域に根差した課題解決 ･ 社会実装につい

て､ 国内外で中核的な役割を担う。

アートの礎である「いまここにないものをイ

メージする力」は、世界を変え、未来をつ

くる力である。「多様性を認め合う価値観」

や「個の心への眼差し」を有するアートの

特性・特質を、複雑化し続ける社会の中で

作用させ、新たな価値や方法を創出し、人々

の意識や行動の変容を促す。

アートの社会的な機能を拡大し、科学技術

との融合による課題解決や価値の創出、イ

ンパクトの評価を追究することによって、本

学の先端性を更に強化する。都心・地方

の特有性をアートで深化させることを通じて

「 真 に Well-being で誰 もが 活 躍できる持

続可能な世界」を目指す。

東京芸術大学
連携大学 香川大学

参画機関 東京大学、東京科学大学

アートと科学技術による「心の豊かさ」を根幹としたイノベーション創出と地域に根差した課題解決の広域展開

＊東京医科歯科大学と東京工業大学は統合し、東京科学大学になりました。
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

東京芸術大学では、アートの未来を常に考

え、様々なステークホルダーと共に社会を

形づくるため「芸術未来研究場」を創設した。

「芸術未来研究場」は、人が生きる力であ

るアートを根幹に据え、人類と地球のある

べき姿を探求するための場・組織・仕組み

であり、閉じた施設としての「研究所」では

なく、様々なプレイヤーが集い、つながり、

社会に開かれたアートを実践し、未来を共

につくっていく場だから「研究場」と名付け

ている。

2024 年 11 月には、 芸術未来研究場の取

組・成果を広く社会に伝える展覧会を開催

し、他大学や企業、自治体等との連携によ

る様々な活動を発信した。

大学美術館で開催した「芸術未来研究場展」（2024 年 11 月）

部署 経営改革プロジェクト課 HP https://geidai-park.geidai.ac.jp/

EMAIL k-pro@ml.geidai.ac.jp TEL 0 5 0 - 5 5 2 5 - 2 0 9 9

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

「慶應義塾は単に一所の学塾として自から

甘んずるを得ず。其目的は我日本国中に於

ける気品の泉源、智徳の模範たらんことを

期し、之を実際にしては居家、処世、立国

の本旨を明にして、之を口に言ふのみにあ

らず、躬行実践、以て全社会の先導者たら

んことを欲するものなり」──この創設者・

福澤諭吉の理念のもと、学問の社会実装と

起業家・実業家の創生によって、豊かな経

済と幸せな社会を実現する。

自然科学の最先端の知見を結集した WPI

（Bio2Q）、COI-NEXT（都市型ヘルスコモ

ンズ共創拠点、共生アップサイクル社会共

創拠点）といった特色ある研究拠点を複数

有するとともに、豊かな人的基盤を擁し、

日本の法、政治、経済、思想、文化など

様々な領域を牽引してきた人文・社会科学

に強みがある。また、世界の有力大学との

国際共同研究だけでなく、地方自治体との

連携研究にも顕著な実績がある。

WPI や COI-NEXT の取組を成長させるとと

もに、AI 等の自然科学の新たな研究拠点を

生み出す。また、人間の尊厳や価値を重視

する人文・社会科学の研究拠点を創出し、

その成果を社会に実装する。そして、URA

による媒介を通して、文理を越えて、国境

を越えて、学問が交流する空間を形成し（智

徳の協働）、研究成果と社会を結びつけつ

つ、人々に信頼される新たな知（未来のコ

モンセンス）をつくりだす。

慶應義塾大学
連携大学 沖縄科学技術大学院大学

参画機関 キングス・カレッジ・ロンドン、ケルン大学、延世大学校、ノースウェスタン大学、カー
ネギーメロン大学、ロンドン大学東洋アフリカ研究学院、アラブ首長国連邦大学

智徳の協働で、多様な研究拠点を生み出し育む「土壌」を醸成し、比類なき研究で未来のコモンセンスをつくる
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

慶 應 義 塾 大 学 グロ ー バルリサ ー チイン

ス ティテュ ート（KGRI） が 領 域 横 断 研

究 を創 出 する土 壌 の 肥 沃 化（Research 

Development) に 取 り 組 ん で い る。 ま

た、CRIK 信濃町や YIL などの研究施設を

オープンし、イノベーション推進本部が社

会 実 装 を 育 む 土 壌 の 豊 饒 化 (Research 

Commercialization) に 取 り組 んで いる。

そこで培 われた土 壌の上で、WPI や COI-

NEXT といった特色ある研究拠点を一層成

長させながら、カーネギーメロン大学と連

携した新研究拠点「慶應 AI センター」を創

設するとともに、人文社会科学の新研究

拠点「X Dignity センター」を創出した。ま

た、OIST との共催シンポジウムを定期的に

開催し、研究者・学生・職員の交流を促し、

更なる国際化を推進している。 AI・ロボティクス研究で世界トップのカーネギーメロン大学とのパートナーシップを発表（2024 年 4 月 9 日 アメリカ合衆国商務省）

部署 学術研究支援部 HP https://www.keio.ac.jp/ja/research/

EMAIL chukaku-keio@adst.keio.ac.jp TEL 0 3 - 5 4 2 7 - 1 6 7 8

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

10 年後のビジョン「文理医融合による非連

続なイノベーションを起こす世界的拠点の

形成」からバックキャストし、2つの方向性、

「A. 基礎研究・融合研究の高度化」、「B. 社

会実装の最速化」を両輪とし、4つのアクショ

ン、「多様化」、「加速化」、「世界標準」、「持

続化」を組み合わせ、文理医融合による非

連続的なイノベーションを起こす世界的拠

点の形成を実現する。

若手研究者支援や研究支援人材の配置、コ

アファシリティ機能の強化、融合研究の推

進により全学的な研究力の底上げを図り、

文理医融合の世界的研究拠点群を形成す

る。また未来知実証センターを通じて実証

研究・事業開発の推進、本学発 VCや関係

機関との連携によるスタートアップ・エコシ

ステムを形成するとともに、北陸産学連携

推進本部を核に産学官金連携を推進し、北

陸地域の社会実装機能を強化する。

基礎研究・融合研究の高度化を図るため、

研究支援人材の高度化、コアファシリティ

機能拡充、若手研究者支援拡充を進める

とともに、卓越した研究領域から成るセン

ター 等の機 能、 学 内 COE 制 度 を活 用し、

分野間融合研究を更に深化させ、新たな

文理医融合研究拠点の形成を進める。ま

た、連携大学である北陸先端科学技術大

学院大学と異分野融合研究を進め、新た

なイノベーションの創出に繋げる。

金沢大学
連携大学 北陸先端科学技術大学院大学

参画機関 東京大学

予測不可能な時代の社会変革を主導する、文理医融合による非連続的イノベーションを起こす世界的拠点の形成
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

未来知実証センターは令和 7 年 3 月に竣工

し、融合研究からスタートアップの創出に

至るまで、研究シーズを社会実装に向けて

一貫して育成するコンセプトになっている。

本センターでは、学内の研究シーズを対象

に多様な実証研究を展開し、目指す未来

社会を「ショーケース」として見える化して

いる。その中から、金沢大学発のベンチャー

キャピタル「株式会社ビジョンインキュベイ

ト」の支援により、高度モビリティ研究所

の自動運転に関する研究成果を基に、「株

式会社ムービーズ」が創業した。これらの

PoC を用いた実証研究を推進し、スタート

アップ創出や企業との共同研究を展開し、

研究成果の社会実装をさらに加速してい

く。

社会ニーズと研究シーズの循環によるイノベーション創出により、新しい価値創造を起こす「共創の場」

部署 J-PEAKS 推進室 HP https://www.kanazawa-u.ac.jp/
research/centers/j-peaks/

EMAIL jpeaks@adm.kanazawa-u.ac.jp TEL 0 7 6 - 2 6 4 - 6 0 7 6

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

VGSU 構想の下、地域中核大学として、社

会的イノベーション創出による持続可能な

発展に向け、分野・世代・地域を超えて広

がる「人」と「知」を結び付け、新たな価値

を創造する知的エコシステムの構築を目指

す。その先鋒に、「アクア・リジェネレーショ

ン分野の研究力を核に一歩先のソリュー

ションを共創する大学」を掲げ、ARG 分野の

研究力強化、大学改革、全学波及による大

学全体の研究力向上を推進する。

水を中心とする地球環境再生に関わるARG

分野に強みを有し、特に SDGs6 分野にお

ける学術論文の質を示すTop1% 論文割合

は、国内 1 位、世界 22 位※ 1 と顕著である。

アフリカ・中東・アジア等での水浄化等の実

証や、企業・自治体等と連携した産学官共

創及び社会実装にも特色がある。それら強

み・特色ある研究の中核が、「信大クリスタ

ル」「信大 RO 膜」「信大人工光合成」の三種

の神器である。

① ARG 分野に経営資源を集約し、研究の

基盤と卓越性を高め、②グローバルサウ

ス等の水課題が逼迫する国の政府、住民、

企業、研究機関を巻き込み、ARG 分野の

ソリューションの実証と普及によるイノベー

ションを創出し、③ ARG 分野の研究力を核

に、地域の課題解決と発展を先導する実証

タウンを形成し地域貢献を果たすため、①

②③を三本の矢として一体推進する。

J-PEAKS

～











※ 1  Web of Science Core Collection、2018-2022 年の 5 年間で筆頭または責任著者が所属し、計 100 報以上、SDGs6:Clean Water and Sanitation に関連する論文を保有する大学で分析

信州大学

参画機関

山梨大学、東京大学、東海国立大学機構　名古屋大学、東京理科大学、ダルエス
サラーム大学、ネルソン・マンデラアフリカ科学技術大学、エルドレット大学、チュ
ラロンコン大学、　モンクット王工科大学ラートクラバン校、ベトナム国家大学、北
京化工大学、サウジアラビア海水淡水化公社

水関連先鋭研究を核に、研究の卓越性、イノベーション創出、地域貢献を三本の矢として一体推進する。
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

コミュニティレベルでの水循環(防災・観光・工場等)

中東・アフリカ・アジアでの水循環

アースポジティブ(行動変容)

～水の惑星地球の再生へ～
水・水由来水素エネルギーの循環・地産地消により経済成長とサスティナビリティを両立した社会の実現

太陽光水分解反応に
よるソーラー水素製造

クリーンエネルギーの
地産地消(生活・産業利用)

取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（ ）J-PEAKS

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度
機能Ⅰ アクア・リジェネレーション
分野における卓越性した研究力
(研究の卓越性)
機能Ⅱ 水課題が逼迫する国を
巻き込んだARG分野のソリューショ
ン実証・普及(ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出)
機能Ⅲ ARG分野の研究力と
実証タウンを核とした求心力ある
地域づくり(地域貢献)
機能Ⅰ～Ⅲ
共通

ARG機構新設(ARG分野に経営資源を集約)

参画大学との連携によるARG分野強化、SDGs6分野の研究力(質・量)向上を推進

実証タウン(飯田市・松本市)の設置準備

国際・地域共創の体制構築(AHSUと連携)

地域課題解決と発展を先導する実証タウンの形成 (ARG企業コンソーシアムを形成)

水課題が逼迫する国(中東・アフリカ・アジア)での実証試験、水循環・水由来水素等の実証・評価による製品・サービス化、ベンチャー創出促進

10年後の
大学ビジョン

アクア・リジェネ
レーション分野
の研究力を核に
一歩先の

ソリューションを
共創する大学

大学院(修士・博士)の水関連専攻または分野の新設水課題が逼迫する国から留学生等を受入
ARG関連のリカレント・リスキル教育強化

アクア・リジェネレーション共創研究センターを活動拠点に必要な機器等を集約、多様なステークホルダーが集う地域実証の拠点

ARG機構の本格稼働 (国内外のトップレベル研究者を中心に体制構築）

世界から地域まで水課題の抜本的解決を目指したARG機構のヘッドクォーター化

○�太陽光を利用した水由来水素の生成触媒に関

する研究（信大人工光合成）が評価され、堂

免一成 特別栄誉教授が「クラリベイト引用栄

誉賞」を受賞、久富隆史 卓越教授が「ナイス

ステップな研究者 2024」（文部科学省 科学技

術・学術政策研究所）に選定。

○�東京大学、名古屋大学に連携分室を設置、金

沢大学と協議会を開催、岡山大学とJ-PEAKS

シンポジウムを開催、島津製作所と包括連携

協定締結、等研究大学群を形成。

○�長野県、松本市、飯田市、中部経済連合会等

との共同シンポジウムの開催。　

○��大阪・関西万博等のイベント出展。 

間接経費の40% 引上げに伴う、財務基盤の強

化、研究環境の整備。

○�統合技術院の設置、テクニシャンの待遇改善。

上部左写真：クラリベイト引用栄誉賞を受賞した堂免一成 特別栄誉教授

上部右写真：ナイスステップな研究者 2024 に選定された久富隆史 卓越教授

下部左写真：信州大学・名古屋大学連携分室（名古屋・佐宗章弘機構長、信州・手嶋勝弥機構長）

下部右写真：大阪・関西万博出展イメージ（令和 7 年 8 月 14 日 -19 日）

中央写真：水技術を活用したまちづくりシンポジウム

部署 研究推進部大型研究推進課 HP https://www.shinshu-u.ac.jp/
institution/arg/

EMAIL ken-arg@shinshu-u.ac.jp TEL 0 2 3 6 - 3 7 - 3 6 1 3

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果

アウトカム指標として、10 年後には、SDGs6 に関連する論文の被引用数 Top10% 論文割合を18.0%、SDGs6 に関連する論文の H-Index を46 件にすると設定している。
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 社会から信頼され、行政のブレーンとなる都市シンクタンク
ia 事業：産学官民共創リビングラボ、全学ネッ
トワーク型イノベーション・エコシステム拠点

目指す大学像
(参考) 大阪府の人口：約880万人、イスラエルの人口：約950万人

イノベーションアカデミー事業の推進による
マルチスケールシンクタンク機能を備えた成熟都市創造拠点の構築

 イノベーションアカデミー(ia)事業を通じた共創研究の加速化

〇 産学官民共創研究の推進
 ia事業への資金の集中投入(企業版ふるさと

納税、間接経費の共創研究費枠)
 ia事業への戦略的な人員配置（学長裁量人事

ポイントの活用、高インセンティブTT制度の再
構築、社会連携重視型教員）

 研究時間の確保（研究基盤共用センターの整
備、教育研究支援人材の充実、業務DX）

〇 技術移転戦略体制の強化
 海外機関と連携した技術移転ポリシー策定、

知財戦略に基づく技術移転伴走、スタートアッ
プ支援環境の構築

 URA機能/大学シーズの大学間連携
 自治体/コンサルと連携した社会課題解決と

その行政政策への発展
 成果報酬型でアジリティ運営される技術移転

民間外部組織（OMRI）の設立

ia共創研究ユニットへ学内リソースを集中

〇 持続可能な都市政策/技術シンクタンクを担う３層PF機能
 知事、市長、理事長、学長のトップ会談、幹部職員と大学執行部の企画会議、若手職員と教職員の若手会議

〇 未来都市創成ラボ（行政と連携した地域課題解決の仕組みと都市シンクタンク機能の醸成）
 地域課題の発掘と解

決に向けた共創活動
（PJタスクフォース、
サテライトキャンパス、
スマート社会研修）

 国内シンクタンクや
    OMRIと連携し、技術
    シーズ～共創研究～
    社会実装をシームレス
    に連結
 地域課題の解決に
    学内シーズや国内外

スタートアップと連携

〇 アジアラウンドテーブル
 世界経済フォーラム・スマートシティプロジェクトの人的ネットワークを利用したラウンドテーブル
 大阪特有の価値観とアジア・グローバル基準を議論する仲間づくり、国際機関との連携の深化
 ia総合知ネットワークを駆使したソーシャルインパクト型共創事業: Liveable Well-Being City（LWC)

指標や国連の幸福度指数を参考としたソーシャルインパクト型PJ評価基準の構築と推進

〇 OMRIとともに醸成されるシンクタンク機能
 成果報酬型で有力人材を活用
 アジャイルな体制で産学官民共創PJを発展
 民間の経営戦略を経営改革に活用
 民間の組織戦略を大学改革に活用
 知財戦略を基盤とする技術の高付加価値化
 未来都市創成ラボとの連携による政策立案
 都市シンクタンク機能を醸成する研究所の組成
 ソーシャルインパクト型PJ・教員評価基準の構築
 信頼できる都市政策/技術シンクタンク機能の醸成
 学生インターンを利用した持続可能な小組織運営

〇 各共創研究ユニットの特徴に適した支援
 世界と戦う国産技術の産業化（全固体電池）
 技術の産業応用に必要な基礎研究の産学連携強化

（装置メーカやナノテラスを基軸にした企業コンソ）
 GX分野の実証実験フィールド設置とデータ利活用
 持続･再生可能な食・農・エネルギーの循環が出来る

社会インフラ作りとシステムの海外展開
 ソーシャルインパクト型PJ・教員評価と資金調達
 アジアをフィールドにした実証実験と大阪への還流

〇 海外拠点と連携したグローバル研究の推進
 未来都市創成ラボの社会課題解決を海外拠点の

スタートアップと連携して社会実装、大阪拠点化
 ヘルスケア分野の研究シーズをボストン近郊ス

タートアップと連携し、共同で実用化を加速
 材料・エネルギーはニューメキシコと上記の連携
 海外拠点と連携したマーケティングで資金調達
 大阪国際感染症研究Cと健康長寿医科学研究C

と連携した総合知ヘルスケアのグローバル展開

一国家程度の人口規模や経済圏がコンパクトにまとまっている大阪の、レジリエントでスマートな都市化を大学が
牽引し、地域からの信頼を得ながらwell-being(成熟）都市モデルを発信する未来アジアの都市シンクタンクへ

大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

総合知と多様な人材の共創による課題探

索・解決機能を強化・発展させるイノベー

ションアカデミー（ia）事業の推進により、

様々なステークホルダーを対象としたマルチ

スケールシンクタンク機能を確立し、住民

の質の高いwell-being を実現する成熟都市

を創造する拠点となる。また、行政のブレー

ンとなるシンクタンクとして、アカデミアが

主導する未来社会創成モデルを提案しアジ

アの信頼拠点となる。

日本最大の公立総合大学であり、自治体と

の連携の下で研究知を社会実装とその社会

受容性を議論できる環境が整っている。そ

の中でも人工光合成研究センターと全固体

電池研究所は特に研究実績が多様で卓越し

た研究力を有している。またスマートエネル

ギー (SE) ユニットの実証実験の場でもある

ia-SE 棟を2025 年 4 月に整備し、産官学民

が共創した研究、新事業創成などを進めて

いる。

強みを持つスマートエネルギー・材料分野

に学内リソースを集中することで外部資金

増加を図り、これを原資として他の ia 共創

研究ユニット強化の仕組みを構築するとと

もに、産学官民共創研究の萌芽と発展に

注力。キャンパスごとに特色ある共創研究

拠点を整備し、総合知ネットワーク化する

ことで学内リソースを有効活用する仕組み

を構築し、マルチスケールシンクタンク機

能の醸成を推進。

大阪公立大学
連携大学 長岡技術科学大学

参画機関
東北大学、奈良国立大学機構　奈良女子大学、徳島大学、大阪公立大学工業高
等専門学校、ニューメキシコ大学、ブラウン大学、王立プノンペン大学、国立台南
大学、パンヤピワット経営大学

イノベーションアカデミー事業の推進によるマルチスケールシンクタンク機能を備えた成熟都市創造拠点の構築
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

共創研究を加速する分野横断教員組織とな

るia 共創研究院を2025 年 4 月に設置。教

員の教育研究活動を支援する組織体制を強

化（アドミッションセンター業務 DX 化、総合

技術部の設立（教育研究系技術職員の所属

組織の一元化）、研究基盤共用センターの

機器・支援人材の充実）。産学官民共創ユニッ

トのリビングラボ拠点となるia-SE 棟が2025

年 4 月より運用開始（全固体電池やSE 研究

の産学連携のための最新評価機器や実証実

験スペース、共創活動レンタルラボを備えた

施設）。また、都市シンクタンク機能醸成の

ため、共創ユニット研究事業の創出、未来

都市創成ラボの組成、産学官民共創スマー

ト社会研修を開始。アジアラウンドテーブル

の2025 年 11 月開催を決定。

産学官民リビングラボとして、多様なステークホルダーが交流し共創を生み出していくことを目的とした、なかもずハブ

取組内容 2023 2024 2025 2026 2027 2028 ～2033

ia拠点の重点支援：
スマートエネルギー共創研究強化

ia拠点の重点支援：
総合知ネットワーク化

教員の研究時間の確保と
若手研究者・経営人材
の育成・確保

技術移転戦略体制の強化
(外部組織OMRIの設立)

多様な共創パートナーの構築

自治体と一体となった課題発掘と
共創体制の強化（未来都市創成ラボ)

アジアラウンドテーブル

大阪広域データ連携基盤
（ORDEN）の利活用

（スマートエネルギー）産学官共創によるエネルギー材料科学研究とエネルギーマネジメント共創人材強化、人材育成、スマートビル・ロボット実証実験

（スマートシティ） 大阪スマートシティパートナーズフォーラムとの連携 ORDENのユースケース開発

（スマート農業） リジェネラティブアーバンファーミング拠点構築と産学官民実証実験～PoC～システムの商品化 （長岡科技大と連携）

（スマートヘルスケア） 大阪国際感染症研究Cと連携したファージ・AI研究のグローバル拠点化、健康長寿医科学研究Cとの連携

総合知コミュニティの構築 もりのみやHQ設置

総合知を活用したマルチスケールシンクタンク機能の充実 各キャンパスウイングの総合知ネットワーク化

研究基盤共用センターの機器・支援人材拡充 遠隔利用の拡張 高専学生のインターン雇用とキャリアパス構築

高インセンティブ型テニュアトラック教員制度の再構築（女性研究者支援）

IRシステムと専門人材の強化 ソーシャルインパクト型教員評価システムの構築 連携機関とのDB連携

アドミッションセンター強化・業務DXの推進 

UNMと連携した技術移転ポリシーの策定

大阪産業局との連携によるハンズオン支援

外部組織（OMRI）の設立

国際イベントの共同開催

連携・参画機関との知財・技術移転戦略の協議（包括協定）

連携・参画機関と連携した国際機関・拠点との交流

プロトタイプ研究成果のORDEN連携 （データ連携方針の策定）

ORDENユースケースの見える化

全学ネットワーク型イノベーション・エコシステムの稼働

若手教員の高インセンティブ化 若手教員の大学運営への参画機会の拡大 

UNMと連携した技術移転事業の実働とハンズオン人材育成

大阪府・大阪市、未来都市創成ラボとの連携によるゼブラスタートアップ支援

OMRIの機能強化と学内業務のアウトソーシング化

連携・参画機関とのURA人材交流・技術シーズDB連携

知財・技術移転業務連携

URA・教員・職員の人材流動化、大学DX・CRM好事例の共有

ソーシャルインパクトのケーススタディの共有と相互評価協議連携・参画機関と連携した教員評価・拠点評価の協議

アジアラウンドテーブルの組成・運営体制の確立 アジアラウンドテーブルの開催

信頼拠点に向けたアジア行脚、各国行政官の講座開催 アジア地域課題の抽出と地域科学、スタートアップを利用した社会実装

おおさかモデルの構築とソーシャルインパクト指標構築

未来都市創成ラボの組成・運営体制の確立とPF化

産学官民共創スマート社会研修の開始

未来都市創成ラボによる共創ユニット研究のサンドボックス化

未来都市創成ラボによるスマート社会研修のサンドボックス化

未来都市創成ラボPFを通したOMRIの都市政策/技術シンクタンクPF化

（こども未来社会）  コンソ設立、ORDEN利用開始 “データ”と“人”の共創によるwell-beingな未来社会創造拠点の構築

アウトカム指標の目標値
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部署 産学官民共創推進室 HP https://www.omu.ac.jp/i-academy/

EMAIL gr-sngk-omu@omu.ac.jp TEL 0 7 2 - 2 4 7 - 6 1 0 1

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

神戸大学は「知と人を創る異分野共創

研究教育グローバル拠点」として進化・

発展するとともに、地域と世界に貢献

する世界トップレベルのグローバル・イ

ノベーション・キャンパスの形成を目指

し、世界に伍するバイオものづくり共創

研究拠点の形成、研究環境の DX・自

動化の全学展開、グローバル・イノベー

ション創出機能の強化、地域産業のグ

ローバル展開に取り組む。

本学の強みであるバイオものづくり、

医工学研究、先端膜工学、健康長寿、

社会システムイノベーションの 5 つの拠

点を集結させ、本学の叡智を結集させ

るとともに、産官学連携により異分野

共創研究を推進する拠点群「デジタル

バイオ・ライフサイエンスリサーチパー

ク（DBLR）」を設立し、イノベーション

創出と社会実装を強く推進し、地域産

業の活性化を実現する。

Engineering Biology 領域で世界に伍する「バイオ

ものづくり共創研究拠点」を形成し、次世代研究の

中核的技術となるDX・自動化の研究環境を全学に

普及させ、研究スピード・効率を向上するとともに、

DX・自動化研究を担う若手研究者を育成する。ま

た、社会課題をもとにイノベーションデザインを行う

「グローバル・イノベーション・カタパルト」を運営

しながらグローバルスタートアップを継続的に創出

する。これらを基盤に神戸市と連携してグローバル

バイオクラスターの構築に取り組む。

神戸大学
連携大学 広島大学

参画機関 大阪大学、理化学研究所、マンチェスター大学、トゥールーズ大学、イリノイ大学アー
バナ・シャンペーン校、シンガポール国立大学、テキサス大学オースティン校

バイオものづくりの卓越した基礎研究と社会実装の両輪で世界をリードするイノベーションを継続的に創出。
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

11..

22..

33..

44..

「バイオものづくり共創研究拠点」の形成に

向け、本学の研究者と国内外の連携機関の

研究者が一堂に会する研究交流会の開催等

を通じて、国際共同研究の基盤を構築した。

また、グローバルイノベーション推進室の体

制を強化した上で、社会実装に向けた具体

的なイノベーションデザインを2 件構築し、

重点プロジェクトとして推進している。さら

に、9 件のシーズについて、次のイノベーショ

ンデザイン候補として位置付け、取組を進

めている。加えて、グローバルバイオクラス

ターの形成に向け、神戸市との連携を強化

し、お互いのインキュベーション施設で保有

する共用機器を整理するなど、具体的な検

討を進めている。
令和 7 年 1 月 30 日　バイオものづくり共創研究拠点国際研究交流会

＊…アウトカム指標

＊＊

＊＊

＊＊

部署 研究推進部 DBLR 推進室 HP http://www.dblr.kobe-u.ac.jp/
initiatives/j-peaks/

EMAIL ksui-dblr@office.kobe-u.ac.jp TEL 0 7 8 - 8 0 3 - 5 4 0 9

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

本学は「地球と生態系の健康（Planetary 

Health）」の実現に向け、地域と地球の「あ

りたい未来の共創」に貢献することを使命と

している。その使命を果たすため、長期ビ

ジョン2050として、「地域と地球の未来を共

創し、世界の革新に寄与する研究大学」を

掲げている。卓越した研究力とイノベーショ

ン創出機能を強化することにより、本ビジョ

ンの実現に向けた戦略的な取り組みを進め

る。

高等先鋭研究院 先鋭研究群（研究特区）の第

1 弾として、本学の最重点研究分野（植物科

学・革新材料）を軸に、「植物・光エネルギー

開発拠点」を指定し、地球外活動も視野にい

れた、新技術開発を推進している。また、国

家戦略特区に関連する大学と共に共生型連合

体を設置し、デジタル技術と人々の力を結集

させ、医療システムやライフスタイルに変革を

もたらし、DX を軸とした産学官連携によって誰

一人取り残されないコミュニティを創生する。

取組１：トップレベル研究者の組織化とリ

ソースの集中投下による先鋭研究拠点の形

成、取組２：DX 技術を核としたデジタル田

園健康特区事業における規制緩和の実現

と医療技術・暮らしの変革、取組３：研究

機器の整備・共用化と高度技術人材の育

成、取組４：人的リソースの最適化やキャリ

アパスの多様化による組織的パフォーマン

スの向上、以上４つの取組を推進し、長期

ビジョン実現を目指す。

岡山大学

参画機関 筑波大学、東京大学、東京科学大学、山梨大学、大阪大学、山口大学、理化学研究所、
自然科学研究機構、津山工業高等専門学校

地域と地球の未来を共創し、世界の革新の中核となる研究大学～持続可能な社会を実現させる 10 年構想～
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お 問 合 せ 先

2 0 2 3

強みある研究領域の更なる強化と、これに

伴うイノベーション創出の更なる推進を目

指し、研究力の卓越性と厚みを育成するた

めのシステムとして高等先鋭研究院（右図）

を設置した。このシステムは、実績に応じ

た評価を行い、流動性を有するという点で

画期的である。

また、地域課題解決に関わる好事例を横

展開し、 Well-being 社会を実現するため、

国家戦略特区関連大学とともに共生型連

合体を設置した。

研究大学としての一翼を担うことを目的と

して、研究機器の整備・共用化と高度技術

人材の育成により、研究基盤を強化した。

加えて、大学院修学支援制度により、職員

のスキルの高度化を行った。

高等先鋭研究院システム

部署 研究 ･イノベーション共創管理統括部 研究協力課 HP https://j-peaks.orsd.okayama-u.ac.jp/

EMAIL innovation@adm.okayama-u.ac.jp TEL 0 8 6 - 2 5 1 - 7 0 9 2

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

半導体関連産業が集積するリサーチ・コン

プレックスの代名詞であるベルギーの imec 

(Interuniversity Microelectronics Centre)

を参考とし、卓越した研究力を中心に「人・

知・資源の好循環」のハブとなる異分野融

合 エコ システム「Hiroshima Research & 

Innovation Valley (Hi-RIV)」を形成。

半導体産業技術研究所は半導体の基礎か

ら製造までの研究開発体制を有するととも

に、「せとうち半導体コンソーシアム」を運

営し、産官学協働で半導体に関連する最

先端の研究開発と人材育成を推進してい

る。本構想では、半導体産業を中心に共

同研究、技術移転、人材育成等を推進し、

経営体として躍進を遂げているベルギーの

ルーヴェン・カトリック大学（KUL）をベン

チマークとする。

大学ビジョンを実現するために、放射光拠

点が中核となって、半導体・超物質及び再

生・細胞医療・創薬といった重点分野間に

おける連携・異分野融合を進展させる。そ

の推進にあたっては、J-PEAKS の研究戦略

策定を担うJ-PEAKS 推進部会、その実施

を担い URA、産学連携・知財マネージャ等

から構成されるブースターチームが中心と

なって連携研究からスタートアップ創出・社

会実装までを切れ目なく支援する。

広島大学
連携大学 神戸大学

参画機関 東北大学、東京科学大学、豊橋技術科学大学、高エネルギー加速器研究機構、
アリゾナ州立大学、パデュー大学

放射光による物質の視える化技術を核とした半導体・超物質及びバイオ領域融合型産業集積エコシステムの実現
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お 問 合 せ 先
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1

実施項目 ステージ１(-2025) ステージ２(2026-28) ステージ３(2029-32)

①

多
様
性
と
卓
越
性

重点領域
研究力強
化から
全学波及

若手研究
者の育成

②

社
会
実
装
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研究力
強化の
仕組
づくり

外部資金
獲得に
向けた
研究力
強化戦略

③

地
域
貢
献

実装に
向けた
産業集積

異
分
野
融
合
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

Town＆Gown構想の展開による地域への貢献及び地域からのコミットメントを「巻き込む」双方向型経営の実現
広島大学スマートシティ共創コンソーシアムの
周辺地域への経済効果を検証するとともに、

「せとうち半導体コンソーシアム」を通じた産業界との連携を深化
経済的な互恵関係に基づく

「Town & Gown 構想」の実装

スタートアップに対する人的・財政的支援体制の整備による
スタートアップ企業と特許出願件数が増加

スタートアップエコシステムの
全学波及によるスタートアップ

件数と特許出願件数の目標達成

基礎研究からスタートアップ起業、その成長と大学へのリターンまでをシームレスに人的・財政的に支援するエコシステムの構築

共用設備の一元管理体制、自動化・遠隔利用推進による
学内外の共同利用増加

外部資金増加、遠隔利用・自動化
による効率的設備整備に寄与

研究アセット（研究スペースや研究機器）の学内外における利活用の促進

組織的な外部資金の獲得等を通じた
若手研究者の国際的なネットワーク参画を促す支援体制の確立

経営基盤の安定化と全学的な研究
能力の強化を通じた安定的な若手

研究者支援体制の確立

研究拠点に特化した若手研究者の支援、及び 共創科学基盤センターを通じた若手研究者全般への支援体制強化

スタートアップエコシステムが内在化されるとともに、重点拠点レベルで、
異分野融合・連携研究に向けた研究支援体制が確立

スタートアップエコシステムによる
社会実装が進展するとともに、

全学レベルでの異分野融合・連携研
究に向けた支援体制が確立

研究支援人材の拡充によるシナジー効果を通じた異分野融合研究の進展

Top10％論文数 10年後：300

スタートアップ件数10年後：180

せとうち半導体コンソーシアム参画企業数 申請時：13 5年後：20

Top10％論文数 申請時：200 5年後：220

スタートアップ件数 申請時：85 5年後：132

コンソ参画企業数 10年後：33

本学は放射光による物質の視える化技術を

中核とした異分野融合・連携研究を推進し

ているが、J-PEAKS を通じて、これまで「超

伝導の空間的な乱れを可視化する新たな

顕微観察技術の開発」・「タンパク質と生

体膜の相互作用を放射光により可視化」と

いった放射光を用いた卓越した融合研究に

よる成果を生み出した（右図）。また、経

営面に関しては、2024 年 11 月に革新的な

ワクチンや医薬品を共有するための拠点

整備を推進すべく医薬品製造・製剤を行う

PSI バイオロジックス（株）を設立するとと

もに、有望な大学発ベンチャーに投資し、

資金循環を起こす仕組みを構築する投資運

用会社 （株）ひろしまインキュベーション＆

キャピタル（HIC）を設立した。

①物質の中の
電子状態の視える化

③生体内環境での
分子構造とその状態
変化の視える化

放射光を用いた視える化技術による学際的・業際的活用の進展

②様々な機能材料・
界面の化学結合状態の

視える化
電子デバイスの技術
(省電力化,情報集積
化など)の発展に貢献

新しい薬の創生、
病気の原因の解明
に貢献

産業に有用な物質の
新機能開拓、開発に
貢献

持続可能性に寄与
するキラルノット
超物質拠（WPI）

半導体産業技術研究所 再生医療
拠点

神戸大学フォト
サイエンス研究
センターとの連携
研究へ展開

放射光科学研究所（HiSOR）

ゲノム編集ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝセンター
PSI GMP教育研究センター

本学重点拠点だけでなく連携する神戸大学との融合・連携研究も通じて、
放射光を用いた視える化技術による学際的・業際的活用を多角的に推進

部署 学術・社会連携室 未来共創科学研究本部 
研究戦略部 研究戦略グループ

HP https://www.hiroshima-u.ac.jp/
research/J-PEAKS

EMAIL gakujutu-strategy-gl@office.hiroshima-u.ac.jp TEL 0 8 2 - 4 2 4 - 5 6 5 6

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果

上図中、赤地に白文字で示す「Top10％論文数」、「スタートアップ件数」、「せとうち半導体コンソーシアム参画企業数」の 3 指標がアウトカム指標を示す。
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

バイオや量子研究等の卓越した拠点機能等

を基盤に、若手研究者を含む全ての教職員

の英知や世界水準の研究リソースを連結さ

せ、「Curiosity-Driven」の先端学際研究を

推進する。「日本と世界を繋ぐ架け橋」とな

り、多様な産学官金パートナーとの連携に

より、沖縄を起点に国際連携・頭脳循環を

促進させ、世界的・地域的課題解決や破壊

的イノベーション創出を加速し、「世界と伍

する研究大学」に成長する。

【固有の強み】研究の先端性・国際性・学

際性

【研究分野】化学、材料科学、物理学、基

礎生命科学、バイオ、量子、マリンサイエ

ンス等

【研究環境】ハイトラストファンディング、最

先端コアファシリティ

【その他】卓越した研究拠点(COI-NEXT他)、

グローバルスタートアップ創出・産学連携

実績、地域貢献

国際性を活かした学際研究推進ビジター招

聘、戦略的オープンクラスター構築、次世

代リーダー育成ポスト創設等により、国際

頭脳循環を促し、世界と日本を繋ぐゲート

ウェイ機能強化を図るとともに、コアファシ

リティ、海外グラント・寄附金獲得体制など

の研究支援基盤強化を進める。また、社会

実装や地域課題解決を目指すべく、産学官

金連携やグローバルネットワークを活かした

スタートアップ創出推進体制を強化する。

沖縄科学技術大学院大学
連携大学 慶應義塾大学、琉球大学　

参画機関

東京大学、東北大学、大阪大学、九州大学、理化学研究所、ケンブリッジ大学、マッ
クスプランク研究所、スタンフォード大学、カリフォルニア大学サンディエゴ校（スクリッ
プス海洋研究所）、ハワイ大学、フランス国立科学研究センター、チャルマース工科
大学、オックスフォード大学

【ＯＩＳＴ－ｎｅＸｕｓ戦略】国際卓越性追求、破壊的イノベーション創出、沖縄振興、ゲートウェイ機能強化
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お 問 合 せ 先
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・ 慶應義塾大学との合同シンポジウム、　　

　仏 CNRS との国際連携ラボ立ち上げなど

　連携・参画大学との連携強化​

・ クライオ透過型電子顕微鏡等最先端

　機器をコアファシリティに導入​

・ 客員プログラムによる外部研究者受

　け入れと交流イベントの実施、4 件の

　国際連携ワークショップ開催

・ 戦略的オープンセンターの立ち上げ

　（OIST 量子技術センター・OIST Energy）

・ 優れた若手研究者の学術的自立への

　道を支援するぶりぶしフェローシップ

　制度の発足・運営​

・ 共同シンポジウム 6 件実施、共同出資

　研究プロジェクト30 件開始

・ 琉球大学の産学官連携コーディネーター

　のクロスアポイントメント開始 上 ) 世界最先端機器クライオ透過型電子顕微鏡　
下）慶應義塾大学との若手学際研究に焦点を当てたショーケースイベントの様子​

部署 プロボストオフィス HP https://www.oist.jp/j-peaks

EMAIL J-PEAKS@oist.jp TEL 0 9 8 - 9 6 6 - 8 4 6 1

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

J - P E A K S  を 通 じ た こ れ ま で の 取 組 や 成 果
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

異分野融合型総合知により革新的な卓越

研究大学群を構築し、この研究大学群を

牽引する中核大学としてグローバル Well-

being 共創社会を実現する。短命県・人口

減少等の課題を抱えるエリアにて、「ユー

ザー ( 生活者 ) 起点のイノベーション」を創

出、「人とデータのプラットフォーム」を形成、

「Well-being を基 軸 とした 経 済 循 環モデ

ル」を構築し、人々の健康と暮らしを豊か

にする持続可能な街づくりを進める。

本学が卓越性を持つ世界で唯一無二の超

多項目健康ビッグデータ（約 3,000 項目×

1,000 人超× 20 年間） を更に拡充し、参

画機関の「知」を集結させた異分野融合型

総合知によるオープンサイエンス（データコ

モンズ）を新たな価値創造の源泉とし、最

先端の統合予防医学・健康社会科学研究

を基盤とする領域融合型 Well-being 研究

を先鋭化 ( 新領域創成 )する。

健 康ビッグデータ研 究 を柱として、 異 分

野融合総合知で世界レベルの研究力に引

き上げるため新設した「グローバル Well-

being 総合研究所」を中心に、全学横断型

の研究を展開する。また、研究開発マネジ

メント人材の評価・昇進制度のキャリア体

制・人材育成システムの構築など、大学院

における独自の教育プログラムで、持続的

な研究力向上に向け、人的資源マネジメン

トシステムを構築する。

異分野融合型総合知により、革新的な卓越研究大学群を構築して、この研究大学群を牽引する
中核研究大学としてグローバルWell-being共創社会を実現する。

弘前大学VISION
（10年後の姿）

戦
略
構
想

国内外トップ大学等との戦略的研究融合・機能補完による卓越性の高い研究力強化、大胆なガバナンス改革、全学的な大学院改革を実行し、
強み・特色をさらに先鋭化し、世界レベルへと「伸びしろ」を最大限に伸長する。

世界唯一の超多項目健康ビッグデータ(3000)による先端予防医学研究
パブリックヘルス領域主要6分野における国際共著論文率等では世界水準
多共同研究講座で「組織」対「組織」の大型産学連携実現(国内トップ水準)

本学の
強み・特色

達
成
プ
ロ
セ
ス

戦略2
(社会実装)

社会実装・スタートアップ創出の活性化
によるイノベーション創出の加速

地域住民・自治体
強固な連携地域住民・自治体・大学
による産学官民連携基盤

現 在 各戦略を実行 １０年後

健康BDを基盤に
Well-being研究を先鋭化

研究成果・社会実装を広域に波及させる
ハブ拠点の形成▶ ▶

持続的な研究力向上を実現するための
戦略的HRM(人的資源マネジメント)構築

戦略3
(人材育成)

戦略1
(研究強化)

グローバルWell-being共創社会実現に
向けた総合知による研究展開

北東北エリア、全国、海外の地域住民(市民)・自治体・大学・企業等
による多様で包摂的な連携基盤を確立

超多項目健康ビッグデータ(BD)

研究と社会実装
の両輪体制構築

BD基盤とした
統合予防医学研究

グローバルWell-being研究の
世界トップレベルの研究拠点を形成

Well-being社会実装本部
×

グローバルWell-being総合研究所

社会実装
大型共同研究創出
共創研究所(10)
共同研究講座(50)

人材育成
グローバル

Well-being研究科
(博士一研究科構想)

コホート・
社会実装連携大学

北東北エリア大学

先端Well-being
研究拠点の確立

研究力とスケールアップ
戦略的研究融合による

北東北エリア
研究大学群

海外トップ大学

国内トップ大学

Well-being
ソーシャルサイエンス領域

ライフサイエンス・
テクノロジー領域 ×

グローバルヘルス・
予防医学領域

国内・海外
有力研究機関等

国内・海外
有力ヘルスケア他
多様な企業群
(スタートアップ)

弘前大学

参画機関

ハーバード大学、ジョンズホプキンス大学、レスター大学、アメリカ国立衛生研究所、
オクラホマ大学、京都大学、東京大学、筑波大学、東京科学大学、九州大学、京
都府立医科大学、和歌山県立医科大学、名桜大学、富山大学、静岡社会健康医
学大学院大学、名城大学、秋田大学、岩手大学、岩手医科大学、東北大学

グローバル Well-being 共創社会を実現する異分野融合型総合知による革新的卓越研究大学群の構築
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OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標
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実施項目 R7 R8 R9 R10 R11 R12～ 10年後

【戦略１】

グローバル
Well-being
共創社会実現
に向けた総合
知による研究
展開

1)グローバルWell-being総合
研究所の新設

2)異分野融合型総合知による
全学展開

3)世界唯一の統合リアルワール
ドデータ群(IRWD)を構築・
拡大

4)国内外トップ大学等との研究
融合・機能補完

5)ビジョン・ドリブン型のイノベー
ションエコシステム構築
(共創研究所)

6)研究環境の整備

【戦略2】

社会実装・スター
トアップ創出の活
性化によるイノ
ベーション創出の
加速

1)Well-being社会実装本部
の新設

2)イノベーション推進室の新設

3)スタートアップ創出推進室の
新設

4)地域ファンドを創設、LP出資

5)COI-NEXTに次ぐ本学の
看板となる研究シーズの発掘・
育成

【戦略3】

持続的な研究力
向上を実現する
ための戦略的
HRM（人的資
源マネジメント）
の構築

1)Well-being研究の横展開
に向けた全学的な大学院改革

2)戦略的インセンティブによる
大学院学生に対する支援強化

3)研究開発マネジメント人材の
キャリア構築体制の確立

4)研究開発マネジメント人材候
補の育成

大
学
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（ ）J-PEAKS

企業等も含めた
世界トップレベル研究拠点

国内外大学・企業等から
研究者が集積

海外グローバル企業との
共同研究展開

地元企業も巻き込んだ
社会実装・地域産業創出

地域課題解決を実現する
「経済循環モデル」を
北東北エリアから
国内外へ発信

持続的な研究力向上に
向けた人的資源の

好循環

海外若手研究者の
呼込み

研究支援体制、企業とのマッチング機能等を強化
研究成果の社会実装を加速

本部長補佐登用
（民間）

次世代研究者育成本部（全研究科の大学院生の支援体制を強化）

全ての博士課程学生（後期及び４年制）に対して、奨励費と研究費を支援

修士課程学生に対する公募型研究費支援制度の展開

評価・昇進制度を再設計、キャリアパス整備

教育プログラム展開

履修証明プログラム開始

教育プログラムの
開発

副学長ポスト
創設

世界基準となる
グローバルWell-being研究
構築

最先端の統合予防医学・健康社会科学を
基礎としたWell-being研究を先鋭化

全学一丸となって領域融合型研究を実行
（同時多発、大学全体の研究力向上）

3つの
重点領域設置

国外トップ大学との機能補完・研究融合

国内トップ大学との機能補完・研究融合
（筑波大IIIS、富山大ムーンショット研究開発との融合も追加）

北東北エリア大学との機能補完・研究融合（Well-being研究の共同研究体制を構築・実施）

企業名を名称に付すことができる「共創研究所」を段階的に複数設置
「グローバルWell-being共創社会実現」をステークホルダー共通のビジョンとした共創体制

COI-NEXTに次ぐ大型研究
拠点形成
競争的外部資金獲得

学内研究助成事業「弘前大学次世代重点研究」による
シーズの発掘・育成、企業等との連結

大学発スタートアップの成長
大学発スタートアップの
創業初期段階をターゲットに出資

地域ファンド
創設・LP出資

大学発スタートアップ創出加速
起業に繋がる研究シーズの発掘・支援
多様なチャンネルを活用した資金調達

研究成果の社会実装加速
関係機関とのコーディネート
研究伴走・プレアワード等の研究支援支援人材

増強配置

世界的な
共通基盤データ

京都大学・医療DXプラットフォーム
等と接続・検証、最終的IRWD構築

基本的な包括的
健康医療データ

各種データの取得、
コホート連携

R11～ 全領域型の
グローバルWell-being
研究科設置に向けた検討
（一研究科構想）

R7設置 大学院医学研究科Well-being学際研究コース（博士４年）

R8設置 全研究科の修士課程 Well-being学際研究コース（修士２年）

R10設置 グローバルWell-
being学際研究専攻（博士３年）

先端機器を活用した研究展開
戦略的施設マネジメントによる
研究スペースの拡張

先端大型研究
設備整備

大学全体の共同研究費
↓

3倍強の20億円へ

パブリックヘルス領域6分野
↓

Top10%論文率世界水準へ

大学発スタートアップ創出数
↓

30社以上へ

自治体からの投資額
↓

3倍強の5億円へ

アウトカム指標

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

平成 17 年度から実施している住民健診（岩

木健診）を基盤に平成 25 年度からCOI（三

期 連 続 最 高 評 価）、 令 和 4 年 度 には COI-

NEXT に採択され、世界に類例のない超多

項目ビッグデータ（約 3,000 項目× 1,000 人

× 20 年）を構築、他コホート研究とは一線

を画し社会実装を念頭に研究を展開し、優

位性に着目した約 80 企業が事業に参画す

るなど、産学官金民からなる一大プラット

フォームを形成している。

現在、企業が設置する共同研究講座 24、共

創研究所 1（令和 7 年 5 月時点）、受入額は

約 30 億円に達する。短命県返上に向け取り

組み、青森県全市町村が健康宣言、375 企

業が健康経営宣言し、政府系アワード最高

賞三冠、国連アジア太平洋経済社会委員会

報告書に優秀事例として掲載されている。 青森県弘前市で 20 年目に入った岩木健康増進プロジェクト

部署 イノベーション推進課 HP https://www.hirosaki-u.ac.jp/

EMAIL jm5039@hirosaki-u.ac.jp TEL 0 1 7 2 - 3 9 - 5 0 3 9
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

「地域と共創し、実践的で持続的な革新技

術をもたらす研究大学」　－新たな社会変

革を牽引する人材と知を創出し、世界トッ

プレベルの実践的イノベーションによる未

来のサステナブルな社会の実現と南東北の

地域創生に貢献する－

有機材料に関する基礎研究から社会実装

に至るまで一気通貫で行える研究環境と多

様な人材を有し、過去 10 年以上に亘って

整備した先端研究開発設備を有する。さら

に、研究マネジメント人材や技術職員等の

高度な専門職人材を含めた拠点人員の規

模は、教員・研究者・学生を含め約 400 名

を有し、有機材料分野において国内最大

規模の研究拠点である。

有機材料システムの研究を発展させ、サ

ステナブルエレクトロニクスへ進化させる。

研究分野を農・医・理学分野へと広げ、外

部資金獲得を目指す。国際ネットワークを

強化し、新たな価値を創造する。さらに、

研究成果を南東北に広げ、地域産業の魅

力を高めるとともに人材育成を通じて地域

創生に貢献する。研究環境を整備し、安定

した経営基盤の確立と多様な人材が活躍

できる大学を実現する。

山形大学

参画機関 東北大学、会津大学、福島大学、宮城大学

地域と共創し、持続的な革新技術をもたらす研究大学～サステナブル社会の実現と南東北の地域創生に貢献～
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お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

基礎研究ではトップ 10% 引用論文数を持

つ研究者約 15 名が在籍している。産学連

携では共同研究受入額 3.4 億円を獲得、外

国・国内特許権の保有件数は 219 件である

（2023 年度）。現在まで、有機材料システ

ム関連研究センターは 6 拠点となる。特に

地域 OI 研究拠点では企業出身研究者約 10

名が活躍し、研究開発成果を持続的に創出・

発信している。

また、国内唯一の大学院「有機材料システ

ム研究科」において、修士・博士学生は約

260 名を有し、研究マネジメント人材や技術

職員等の高度な専門職人約 50 名、専任教

員約 40 名等から成る研究拠点であり、有機

材料・ものづくり・デバイス・システム研究

の中核となっている。

山形大学における有機材料研究の進展と研究拠点への発展

部署 研究情報部研究推進課 HP https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/

EMAIL yu-k-sangaku@jm.kj.yamagata-u.ac.jp TEL 0 2 3 - 6 2 8 - 4 8 4 4
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

横浜市立大学の多様性・卓越性を有する研

究群の強みを有機的に連結させ、共創を

加速する「よこはまデータサイクル」（大都

市横浜が持つ多彩なフィールドデータ（医

療や市民生活データ）を活用し、横浜市立

大学と横浜市が一体となってより良い未来

社会を実現していく循環）を構築し、未来

社会における高いヘルスウェルビーイング

を実現する。

本学は、神奈川県内唯一の国公立の医学

部、首都圏初のデータサイエンス学部、開

国・開港の地で商業人を育成してきた国際

商学部、 わが国のゲノム研究の先駆けと

なった木原生物学研究所を擁し、 ヘルス

ウェルビーイング分野において精神神経疾

患・希少疾患ゲノム・マルチオミックス解析・

構造生物学・グリーンテクノロジー等の研

究分野で卓越した実績を有している。

大学ビジョン達成に向け、卓越研究を戦略

的に加速させるための組織強化、大学の

研究成果と社会アジェンダ解決をつなぐイ

ノベーションの創出、産学官連携による知

識集約型社会の形成の 3 つのターゲットを

設定し、それらの達成に向け 8 つのアクショ

ンプラン及び KPI・KGI を設定し、大学改革

を推進していく。

共創を加速する「よこはまデータサイクル」を構築し
未来社会における高いヘルスウェルビーイングを実現する

●産学官民連携によるデータの取得
●研究シーズの抽出・社会実装強化
●産官学民連携強化・地域活性化

●アントレプレナーシップ教育の推進
●大学発スタートアップ創出支援の強化
●シチズンサイエンス・プラットフォームの形成

アクションプラン１
拠点系研究開発事業の加速

卓越研究（ヘルスウェルビーイング分野）を
戦略的に加速させるための組織強化

アクションプラン２
研究力評価機構の設立と卓越教員による新学際研究の推進

アクションプラン３
海外の研究機関との連携による国際研究力の強化

アクションプラン４
データドリブンによる地域課題の科学的エビデンス構築

アクションプラン５
臨床研究ネットワークの強化による広大な実証フィールドの構築

アクションプラン６
産学官連携強化、学内シーズの集約による次世代型共創拠点の形成

アクションプラン７
アントレプレナーシップ教育と大学発スタートアップ創出支援の連動

アクションプラン８
シチズンサイエンス・プラットフォーム形成による社会実装の推進

開発：社会実装・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

研究：多様性・卓越性

ターゲット１

研究
ターゲット２

開発
ターゲット３

実装

横浜市と協業している社会アジェンダ
• 若者のメンタルヘルス

（若者コホート）
• 健康横浜21を中心とした健康課題

（よこはま健康研究）
• 子育て世代の課題・少子化対策

（ハマスタディ）
• 医療提供体制の不足など

● COI-NEXT拠点の研究力向上
● 研究力評価機構の設置、新学際研究の推進
● 卓越研究を強化する国際連携の推進
● AI・データハブの設置・運用・人材育成

多様性・卓越性 社会実装・イノベーション

大学の研究成果と社会アジェンダ
解決をつなぐイノベーションの創出

地域課題解決

産学官民連携による
知識集約型社会の形成

● 文理医看融合型の新学際研究の推進による卓越研究群の発展と、学長主導の大学改革の加速により地域大学を牽引し、未来社会の
ヘルスウェルビーイング向上に貢献する大学を目指す。

● 「よこはまデータサイクル」の確立により、AI・データハブを活用した研究・開発・社会実装の循環で社会問題の解決や新たな
価値創造、産学官民連携によるイノベーション創出を通じた社会変革を実現する。

10年後の
大学ビジョン

国際リサーチボード

研究力評価機構

文理医融合研究による
科学的エビデンスを提供

新学際研究の推進
グローバルウェルビーイング

研究ユニット

大学間コンソーシアム

自治体・市民
を巻き込んだ
社会実装

横浜市

シチズンサイエンス
プラットフォーム

データ活用に
関する横浜市
との包括連携

協定

３F 最先端研究の場

１F 社会実装の場

２F 産学連携の場

科学的エビデンスに基づく
ソリューション開発

実装：地域課題解決

横浜臨床研究
ネットワーク

技術系スタートアップ
成長支援拠点

新研究棟

Develop
開発

Research
研究 Implement

実装

共創を加速する

よこはまデータサイクル

AI ・データハブ

横浜市立大学

参画機関

神奈川大学、神奈川県立保健福祉大学、関東学院大学、慶應義塾大学 SFC 研究所、
慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科、実中研、東京科学大学、東京大学
先端科学技術研究センター、スタンフォード大学アジアヘルスリサーチ＆エデュケー
ションセンター、ルール大学ボーフム校ソーシャルサイエンス学部

共創を加速する「よこはまデータサイクル」を構築し、未来社会における高いヘルスウェルビーイングを実現



Program for Forming Japan’s Peak Research Universities J-PEAKS 37

お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

アクションプラン8 2025 2026 2027 2028 2029～
2033

１ 拠点系研究開発事業の加速

２ 研究力評価機構の設立と卓越教員による

新学際研究の推進

３ 海外の研究機関との連携による国際研究力

の強化

４ データドリブンによる地域課題の科学的

エビデンス構築

5 臨床研究ネットワークの強化による広大な

実証フィールドの構築

６ 産学官連携強化、学内シーズの集約による

次世代型共創拠点の形成

７ アントレプレナーシップ教育と大学発

スタートアップ創出支援の連動

８ シチズンサイエンス・プラットフォーム形成

による社会実装の推進

COI-NEXT拠点の研究力向上

●OIラボ設置 ●学会との連携 ●認証制度の試行

●研究力評価機構の設置 ●卓越研究員の選出 ●卓越研究員の専任昇格審査

●新学際研究開始 ●大学間連携による機能の強化 ●卓越研究のシンポジウム開催

●海外大学とのMOU締結 ●国際ヘルスウェルビーイングコホート開始●国際リサーチボード設置

●指標開発

先端医科学研究センターの研究力向上（疾患ゲノム、精神神経疾患、ベーチェット病、脂肪性肝疾患、プロテオミクス）

研究力評価機構の推進

卓越教員による新学際研究の推進

卓越研究を強化する国際連携の推進

●データサイエンティスト雇用 ●AI・データハブの創設 ●AI・データ利活用教育プログラム開始

●80％の教員の
データサイエンス教育終了

●データサイエンス教員増員 ●新データサイエンス
学部増員

●教員へのデータサイエンス教育実施

AI・データハブの設置・運用

データサイエンス人材の育成（教員・学生）

●コホート研究の実施・拡張 ●研究データをAI・データハブに接続

●学内研究シーズの抽出

●国内外の企業治験を誘致

●近隣大学間コンソーシアム ●横浜市と地域課題を抽出 ●自治体職員や地域企業へデータサイエンス教育を実施

産学官民連携による地域データの取得

研究シーズの抽出・社会実装強化

産学官民連携強化・地域活性化

●アクセラレーションプログラムの開始

アントレプレナーシップ教育

●シチズンサイエンス・プラットフォームの形成●地域コラボレーションセンターの創設

●インキュベーション施設の創設 ●共同ベンチャーファンド設立

シチズンサイエンス・プラットフォームの形成

大学発スタートアップ創出支援

研究力が向上した10年後の大学ビジョンの実現に至るまでのプロセス

卓越研究を戦略的
に加速させるための

組織強化

大学の研究成果と
社会アジェンダ解決を
つなぐイノベーション

の創出

産学官民連携による
知識集約型社会

の形成

ターゲット１研究

ターゲット２開発

ターゲット３実装

本学は 2008 年度に文科省の「科学技術振

興調整費」に採択され、附置研究所であ

る「先端医科学研究センター」を設置した。

そこを拠点として医学・理学分野の複数の

研究領域の研究 ( がんゲノム、希少疾患ゲ

ノム、創薬に向けたタンパク質の構造解析、

特徴的な疾患研究（ベーチェット病、脂肪

性肝疾患、婦人科がん）) が進み、大型研

究費の獲得、産学官連携及び社会実装が

格段に進展した。また精神神経疾患領域で

は、突出した研究業績が評価され、2022 年

にＣＯＩ-ＮＥＸＴ共創分野本格型の採択、

2023 年の施設整備事業によるオープンイノ

ベーションラボの新設に繋がった。
COI-NEXT でのワークショップの様子、開発しているメタバース空間及びオープンイノベーションラボ

部署 研究推進部研究・産学連携推進課
J-PEAKS 運営改革担当

HP https://www.yokohama-cu.ac.jp/

EMAIL ycu_jpeaks@yokohama-cu.ac.jp TEL 0 4 5 - 7 8 7 - 2 0 0 8
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

・「脳といのち」「食と健康」を重点領域に

設定し、地域が頼りにし世界に貢献する研

究成果の創出と社会実装を行う。

・国内外研究機関との連携を通して 3 セン

ター及び 7 つのラボを設置。優れた研究人

材が集い活躍する場を形成する。

・これらの達成に向け、高度専門人材が事

務職と連動して活躍し、教学と経営の分離

協働により各教職員が能力を活かせる魅力

的な職場を構築する。

2024 年 THE 世界大学ランキングのライフサ

イエンス分野で国内第 3 位。脳研究所は世

界最大級の量と質を誇る「ひと脳標本」を

有し、文部科学省共同利用・共同研究拠

点に認定されている。“脳といのち” と “食

と健康” 領域を筆頭に Top10% 論文 104 編

/ 年、外部資金獲得額 25.5 億円 / 年の実績

を上げている。

①学長直轄特区の設置により重点領域の組

織化とマネジメントを強化し、②バイオリソー

スやAI・数理情報等の成長・未来分野を領

域横断的に展開するとともに、③国内外の

研究機関との組織的な連携を推進し、④戦

略的飛躍プログラムによる重点的な資源投

入を行う。そして、若手研究者・UA・事務系

職員等の活躍を推進力として、地域と世界

に貢献するイノベーションの創出を目指す。

新潟大学
連携大学 中部大学

参画機関 東北大学、大阪大学、量子科学技術研究開発機構、オーフス大学、
インド理科大学院大学、ボルドー大学

未来社会の “脳といのち” と “食と健康” のイノベーションを創出する研究拠点
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お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

新潟大学は、TOP10% 論文数等のアウトカ

ム指標を分析し、“脳といのち” 及び “食と

健康”という二つの重点領域を設定した。“脳

といのち” 領域では、世界最大級かつ高品

質で知られる「ひとブレインバンク」、“食と

健康” 領域では、耐暑性コシヒカリの開発

や水稲栽培におけるメタン削減、食と情報の

「おいしさ科学」等の研究を強みに、AI・デー

タサイエンス等の活用や高度専門人材（UA）

の強化・育成、国内外連携機関との共同運

用ラボにより研究力を高めた。そして、二

つの重点領域のシナジー効果を高めながら

イノベーションの創出につなげ、得られた成

果を全学に波及させる新たな好循環を構築

し、ビジョン実現を目指す。

新潟大学の特色ある研究とイノベーション創出のための施設例

部署 研究企画推進部　研究推進課　
地域中核研究強化促進室

HP https://www.niigata-u.ac.jp/

EMAIL kenkyukyoten@adm.niigata-u.ac.jp TEL 0 2 5 - 2 6 2 - 7 1 7 4
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

「技術科学」の概念をデザイン思考、生命

科学さらにはリベラルアーツ等へと展開し、

「テックX」の領域拡大とそのマルチステー

クホルダー ( 産官学金民 ) との更なる連携

強化に基づく「技術科学の概念の拡張とそ

れに基づく価値創造」を行い、ソーシャル

インパクト創出により地域における社会変

革を牽引する『SX 研究大学』として世界で

トップレベルの地位を確立する。

本学は、長年にわたり培ってきたものづく

りの根幹を支える根幹技術、すなわち「ルー

トテクノロジー」において、国際的に卓越

した研究実績を持ち、微細な部分にまで徹

底的にこだわった、高機能、高信頼性、そ

して何よりも高品質を追求する「日本ブラン

ド」の創出による独自の視点と技術力によ

り、海外の多くの大学とは一線を画し、世

界に向けて確かな訴求力を有している。

4 つの社会変革ターゲット①ビヨンド・マ

ニュファクチャリング（製造・モビリティ等）、

②ビヨンド・リソース（資源・エネルギー・

食料生産・農業等）、③ビヨンド・プロテク

ション（環境・水・廃棄物・リサイクル等）、

④ビヨンド・プロモーション（地域振興・高

齢化・少子化等）の分野において連携大学・

参画機関との連携により「テックX」のコン

セプトに基づき融合研究を強化する。

公立大・高専連携による技術科学コンセプトの拡張とソーシャルインパクト創出型 SX 研究大学の創生

長岡技術科学大学
連携大学 大阪公立大学、国際教養大学、新潟薬科大学

参画機関

豊橋技術科学大学、国立高等専門学校機構、東京科学大学、長岡造形大学、大
阪公立大学工業高等専門学校、スイス連邦工科大学チューリッヒ校大容量パワーエ
レクトロニクスシステム研究室、ラッペーンランタ・ラハティ工科大学エンジニアリン
グ科学学部リソース研究プラットフォーム、ロンドン大学クイーン・メアリー校工学・
材料科学部、ブリストル大学化学科、フリードリヒ・アレクサンダー大学ガラス・セ
ラミックス研究所、ヨーク大学ヨーク・ロボティクス研究室、シェフィールド大学制
御システム工学科
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お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

【1】卓越大学院プログラムにおける超実践

教育：海外の大学および企業へ各二回ずつ

長期派遣する取り組みである。一回目の渡

航で得られた学びを受けて、大学に戻って

自らを研鑽し、その成果を二回目の派遣で

結実させるという仕組みである。5 年間の長

期にわたって海外の先導的研究者とともに

共創活動することで、知のプロフェッショナ

ルとして世界基準での視座と考え方を身に

つけることができる。

【2】JICA 高専オープンイノベーションチャレ

ンジ：本学が事務局を務める本事業におい

て、高専生のアイディアと本学の先導的研

究成果を用い、高専生及び本学大学院生・

若手教員が共にアフリカでテックによる社会

変革に挑戦している。
【1】MIT のスピンアウトベンチャーで超実践教育を受けている本学博士学生

【2】ケニアで研究の成果を社会変革に結びつけている学生と若手教員

部署 地域共創課 SX 推進室 HP https://sx.nagaokaut.ac.jp/

EMAIL nut-jpeaks@jcom.nagaokaut.ac.jp TEL 0 2 5 8 - 4 7 - 9 3 9 1

10 年後のアウトカム
　・SX 研究大学として世界の大学の中でトップ 1％以内
　・本学の知を活用した地域におけるスタートアップおよび 地域企業の Reスタートアップの創出数：80 件
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

「諸学融合」により分野・組織の壁を越えて

協働し、大学全体のレベルアップ・改革を

実現させる。①研究卓越性 : 強み・特色を

活かし世界トップレベルの研究拠点を形成 

②地球規模のイノベーション: 研究成果の

社会実装を通じて科学技術と社会の変革

を先導 ③地域の知の総和 : 総合知によって

地方創生や地域課題解決に貢献 ④研究と

教育の好循環 : 真に社会に貢献できる実行

力をもつ高度人材を輩出。

重点強化領域として、グリーン水素を核と

する研究と人材育成を推進する。山梨大学

は、山梨県や県内外の機関・企業とともに、

イノベーションの礎を築いており、水素・燃

料電池分野における論文発表数と大学発

特許出願数は国内 1 位である。研究シーズ

の融合と発展によって世界をリードする拠

点にレベルアップし、技術・社会課題を総

合的に解決し、持続可能なグリーン水素社

会の実現につなげることを目指す。

新機構 GR/EEN を皮切りに改革を全学に波

及させる。①先鋭研究強化 : 研究活動を促

す人事評価制度や支援体制の改革 ②多階

層頭脳循環 : 共用施設・海外拠点・支援人

材等を活用して国際流動と諸学融合を促す

仕組み作り ③社会実装加速 : 持続可能な地

域社会の実現や社会変革プロセスの具体

化、産学官金連携ハブ形成 ④人材育成 : 海

外や福島との混成 PBL、Dual Degree 等に

よる学士〜博士一貫教育とリカレント強化。

山梨大学
連携大学 福島大学

参画機関

東北大学、東京科学大学、信州大学、京都大学、大阪大学、九州大学、成蹊大学、
物質・材料研究機構、FC-Cubic、山梨県産業技術センター、サイモンフレーザー大学、
マレーシア国民大学、ブラウンシュヴァイク工科大学、ミュンヘン工科大学、ベルン
大学、ポール・シェラー研究所、ブルックヘブン国立研究所、カリフォルニア大学マー
セド校、ケベック大学、ポワティエ大学、韓国エネルギー技術研究院、マレーシア
プトラ大学、ペトロナス工科大学

グリーン水素を核とした世界屈指の研究力を有し、グリーンイノベーションにより地方創生を先導するグリーン水素を核とした世界屈指の研究力を有し、グリーンイノベーションにより地方創生を先導する



Program for Forming Japan’s Peak Research Universities J-PEAKS 43

お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

新拠点 :GR/EEN の研究教育施設ゼロエミッ

ションみらいラボの建屋が2025 年 3 月に完成。

国際連携 : グリーン水素分野の国際共同研究

を積極的に進め、2023 年には日独共同ラボを

本学と連携先の大学内に開設。博士課程学

生の海外インターンシップも促進し、35 件以

上実施した。また、文部科学省世界展開力事

業において、海外大学院との単位互換システ

ムやDual Degree の仕組みを構築した。産学

連携 :JSTやNEDO 等の国家プロジェクトを受

託して研究開発を牽引し、山梨大学グリーン

水素研究への関心表明企業は年々増加してい

る。また、文部科学省地域イノベーション・エ

コシステム形成事業をもとに本学が山梨県や

地元企業と共同する研究教育をリードし、企

業のグリーン水素関連事業への参入と技術人

材養成（185 名以上修了）に貢献してきた。

（左）新たに完成したゼロエミッションみらいラボの建屋
（右上）人材養成講座における実習

（右下）日独共同ラボの開設を通じた連携基盤構築

部署 研究推進・社会連携機構 学術研究部研究推進課 
先端研究支援室

HP https://www.scrs.yamanashi.ac.jp/research/

EMAIL kensui-tr@yamanashi.ac.jp TEL 0 5 5 - 2 2 0 - 8 0 0 7 / 8 5 8 1
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

脳と心の病は、根本的な治療薬や治療法は

確立されていない地球規模の課題である。

連携・参画機関、J-PEAKS 大学群、製薬企

業等の大手企業群との連携を深め、人文社

会学などの総合知を取り入れつつ、データ

サイエンスを基盤としてシームレスな研究と

社会実装を一気通貫に推進できる「世界最

高レベルの精神・神経病態研究拠点」を形

成する。10 年後には「世界に類を見ないア

カデミア創薬エコシステム」を確立する。

藤田医科大学は、国内最大規模の患者ゲ

ノムサンプル、患者由来 iPS・オルガノイド、

さらに国内最大規模教育病院の患者デー

タを有している。創薬シーズ探索のための

組織的基盤や、リード化合物の同定のため

の多層システム等が整備されている。

1.精神・神経病態研究拠点が中心となった

データサイエンス・先端医科学・人文社会科

学を融合した研究開発エコシステムの確立、

2. 未来社会を創造するサステナブル研究の推

進、3. 若手教授の登用やジュニアPIの採用等

による独創的・革新的な研究に挑む多様性に

富んだ人材の育成とキャリアパス形成、4. 海

外大学とのMOU締結等をはじめとした大学

のグローバルブランディングの推進、これら4

つの戦略を通じて研究力の向上を図る。

藤田医科大学

連携大学 浜松医科大学、自然科学研究機構　生理学研究所、岐阜市公立大学法人　岐阜
薬科大学

参画機関

名古屋大学、精神・神経医療研究センター、奈良先端科学技術大学院大学、量子
科学研究開発機構、豊橋技術科学大学、ヘルシンキ大学、テュービンゲン大学、カー
ディフ大学、マサチューセッツ工科大学、カリフォルニア大学アーバイン校、デュー
ク大学、ノースカロライナ大学、南洋理工大学、香港科学技術大学

世界トップレベルの精神・神経病態研究拠点を形成し、唯一無二のアカデミア創薬エコシステムを確立する



Program for Forming Japan’s Peak Research Universities J-PEAKS 45

お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

研究開発エコシステムの整備では、施設整備

事業と大学の支援により、精神・神経病態研究

拠点を改修、創薬科学研究室を開設した。サ

ステナブル研究の推進においては、新規抗精

神病薬候補を創出。本拠点の研究シーズに基

づく新規パーキンソン病治療薬の治験を開始し

た。創出人材育成・キャリアパス形成では若手

教授を登用した。ジュニアPIを採用し同制度を

学内に横展開している。研究医の養成プログラ

ムの整備を進めているほか、研究技術員の人

事制度を改革した。グローバルブランディング

では、ヘルシンキ大学とMOUを締結するなど、

海外協力拠点の整備を進めている。ホノルル

事務所を設置し、ノーベル賞受賞者を含む世

界の第一線の脳科学研究者による公開オンライ

ン講座シリーズを開催している。
研究開発エコシステムの整備、サステナブル研究の推進、創出人材育成キャリアパス形成、グローバルブランディング推進、
各戦略で成果を上げ始めている。

※ 青字部分がアウトカム指標、紫字部分がアウトプット指標

部署 事務局　研究支援部　研究支援課 HP https://www.fujita-hu.ac.jp

EMAIL f-mindb@fujita-hu.ac.jp TEL 0 5 6 2 - 9 3 - 2 5 9 0
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

次世代の社会課題に対して多様なアクター

との共鳴・研究を通じて社会価値の創出に

挑む次世代研究大学の実現を目指す。現

実世界（ユニバース）と仮想世界（メタバー

ス）が高度に融合する “多重環境化社会”

という人類史的転換期において、すべての

人が他者から尊重・承認され、それぞれの

ありたいウェルビーイングを追求・実現す

ることのできる公平な社会の実現に貢献す

る。

30 年にわたる研究高度化の実績を基盤に、

スポーツ健康科学を全学の研究力向上の

原動力と位置付け、多重環境化社会にお

けるウェルビーイング課題を学際融合によ

り解明する「身体圏研究」を切り拓くことで、

次世代研究大学へと飛躍する。立命館先

端クロスバースイノベーションコモンズに共

同利用・共同研究拠点を整備することで求

心力を高め、世界を牽引する研究成果を

創出する。 

研究力、博士力、社会実装力、財政力の4

つの改革を通じた好循環を生み出すことに

より大学改革を実現する。学際融合研究戦

略を基盤に研究力を磨き上げ、多様性を兼

ね備えた博士アントレプレナーを育成すると

ともに、独自投資ファンドによるスタートアッ

プ・事業化支援を強化する。また専門支援

人材を確保する人事制度改革や財源の多様

化等による大学経営基盤の強化を推進する。

取組内容の概要

大学ビジョン
すべての人が他者から尊重・承認され、
それぞれのありたいウェルビーイングを

追求・実現することのできる公平な社会の実現

強みであるスポーツ健康科学を核として、
国内外トップ研究者を招聘し学際融合により
国際身体圏研究拠点を形成することで
多重環境化社会のウェルビーイング研究を牽引

身体機能の相対的低下、対人コミュニケーションの希薄化、社会の複雑化による不安感等、多重環境化社会への移行が人の身体的・精神的・社会的健康に様々に影響

戦略3. 研究・イノベーション人材の育成
・身体圏学位プログラムの設置
・国際ネットワーク型育成体制
・インクルーシブ教育により多様性
リーダーシップを修得

・博士アントレプレナー人材を育成

戦略4. 研究開発マネジメント改革・財務戦略
・技術系人材・高度専門URAを育成
・複線人事マネジメント改革
・研究時間創出に向けたDXと教員
エフォート改革

・投資ファンド等による資金循環の実現

研究戦略

人類の課題

戦略１. 身体圏研究領域の創成
ELSI対応型データプラットフォーム、
キャンパス実証実験、独自投資ファンド等で
企業大型共同研究と社会実装力を強化

戦略２. イノベーション・社会実装力の向上

狩猟･採集社会
小集団･移動型

工業化社会
大集団･越境型

農耕･牧畜社会
中集団･定住型

情報化社会
個分散･非境界型

人間の生活・行動範囲が現実世界から仮想世界
へ拡張し、これまでにない多重な環境において
人間関係を構築し、社会生活を営む時代

●地球規模の課題解決に繋がる新たな研究の価値の創出と社会実装

●研究の価値を社会に根付かせるイノベーション・創発性人材の育成

20万年にわたり適応・進化を続けてきた現実世界での生活から仮想世界が高度に融合した多重環境化社会への急激な変化

多重環境化社会
個共生･間境界型

身体拡張 多重環境化

現実世界

仮想世界

個人･身体

集団
AI/ロボ

拡張された身体と
多重環境間の
相互作用の場

身 体 圏

訪れつつある多重環境化社会において、
身体を中心に人間関係・現実世界・仮想世界との相互作用から

ウェルビーイングを解明する「身体圏研究」による課題解決を目指す

次世代の社会課題に対して多様なアクターとの共鳴と
研究を通じて社会価値の創出に挑む次世代研究大学の実現

立命館大学
連携大学 自然科学研究機構　生理学研究所、滋賀医科大学、順天堂大学、大阪体育大学

参画機関 東京大学、滋賀大学、奈良先端科学技術大学院大学、立命館アジア太平洋大学、
産業技術総合研究所、国立長寿医療研究センター

世界を牽引する身体圏研究の研究推進・人材育成拠点となり研究と社会実装を循環させる次世代研究大学となる
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お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

2025 2026 2027 2028 2029～ 10年後の姿
対象PI選定・研究者採用 学際融合身体圏研究プロジェクト遂行・成果創出加速

連携機関とのクロアポ等の
調整 次世代研究機構（仮称）設置・特区としての運用開始 国際学会の設置準備・運用

研究設備導入 ウェアラブルMEG・クロスバースアリーナ等、世界唯一無二の共同利用拠点運用

機器共同利用運用体制整備 共同利用研究プロジェクトの遂行・共同研究成果創出

共同診療所設置準備・開設 共同診療所設置・生体データを安心して取得可能な体制を構築

海外研究者招聘交渉・受入 招聘研究者のプロジェクト参画・成果創出加速

国際URAの採用 海外大学との組織連携構築・国際頭脳循環による共同博士・若手育成体制の構築

事業化マネージャーの採用 キャンパス実証フィールドの開発・運用、連携機関が持つ実証フィールド連携体制構築

企業入居室整備・運用開始 共用機器・企業用入居ラボ民間活用

VR･MRコンテンツ開発 アクティブライフ共創コンソーシア
ム企業増の営業活動 国際身体圏研究コンソーシアムへの発展的統合

GIC等との連携スキームの構築
GAPファンド・アクセラレーション機能強化

国内外スタートアップコミュニティとの連携強化

データマネジメン
ト専門人材の採用

連携機関とのオープン＆クローズ戦
略の構築

オープン部分を活用した民間企業とのデータ連携研究推進

データマジメント・個人情報保護コンサルティングサービス開始

データ共有システム構築 コホートデータ接続 国際標準化に向けた取組

制度設計・学内調整 文科省届出 博士入学・学位プログラム開始
連携機関共同プログラム調整

共同博士・若手研究者育成プログラム開発・運用
海外研究機関交渉

DE&I教育プログラム開発 プログラム提供開始

小中高一貫教育体制を活かしたイノベーション創出を志す未来人材育成プログラムの企画・実施

UAユニットの組織化・専門人材採用 身体圏研究独自のURAスキル標準の設定・運用

連携機関との共同育成体制の具体化 職員人事複線化開始 専門人材の安定的確保・育成 全学体制への波及拡大

エフォート創出のための評価、授業担当システムの設計・刷新 運用状況の評価、制度改善

DX推進・ガバナンス改革による業務削減に向けた調整・実行 研究エフォートへの重点配分、運用状況の評価・改善

1号ソーシャルインパクトファンド(RISF)出資継続

2号ファンド出資開始 連携機関への出資スキーム構築・出資

ファンドリターン等多様な財源からの再投資スキーム検討 重点研究・イノベーション創出支援への資金供給

①学際融合研究戦略の実行

②身体圏研究の学際融合性を
高める研究スキームの整備

③国際ネットワークの拡大

①グラスルーツ・イノベー
ション・プラットフォーム
の構築

②横断型データプラット
フォーム構築とデータ
利活用による共同研究
の推進

③独自投資ファンドの拡充に
よる資金循環の多様化

①身体圏学位プログラムを
中心とした博士アントレ
プレナーの育成

①専門人材の組織化と
人事システム改革

②研究時間創出に向けたDXと
教員エフォート改革

身
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戦略１

戦略２

戦略３

戦略４

10年後のアウトカム

20分野Top 50位トピッククラスター 国際標準化件数 10件外部資金獲得金額 100億円 博士学位授与数 300件Top 10％論文数 2,000報

■ヘルスケア分野2019-2023年の論文実績（SciValから抽出）

■研究拠点の論文・特許分析 ■外部資金獲得（過去5年間）

高い研究業績を持つ研究者を任用

・約15.2億円
・COIプロジェクト採択
・スポーツ庁事業採択

■所属研究者数

約130名

■国立研究所との研究提携

スポーツ健康科学総合研究所の実績

【老年学】
長寿医療

研究センター
【脳科学】
生理学研究所

【人間拡張】
産業技術
総合研究所

■特許出願数

93件
(9年間)

■若手研究者参画数

延べ846人
(9年間)

脳神経科学人間科学

心理学 情報科学

■論文掲載数

135件
(9年間)

■世界トップ大学との国際共同研究 ■産学官地連携プラットフォームによる事業化実績

健康状態の常時監視 運動の正しさの見える化 音による空間の分割/共有 医療施設展開応用

大学発ベンチャー
㈱Value Link Technology

スポーツ健康科学

2019-2023 論文数 FWCI Top10%ｼﾞｬｰﾅﾙ率 Top10％引用論文率

スポーツ健康科学総合研究所 72 1 29.2 12.5
（立命館大学全体） 132 0.97 26.2 12.9

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

本学では 2008 年以降、強みや特色のある

研究分野に年間 3 億円の独自予算を重点・

継続投資し、2013 年にはスポーツ健康科

学でCOIプログラムの中核拠点に採択され

た。COI 終了時にはスポーツ健康科学総合

研究所を常設研究所として設置し、国内トッ

プクラスの研究業績を有するスポーツ健康

科学分野を筆頭に、脳神経科学、情報科

学、心理学等の研究者約 130 名が所属して

いる。健康・長寿・QOL 領域の過去 5 年の

Top10％論文率は 12.5％と高く、スポーツ

庁先端的スポーツ医科学研究推進事業（5

年・2.5 億円）をはじめ、過去 5 年間で約 16

億円の外部資金を導入するとともに、スマー

トウェアの事業化等、多数の社会実装実績

を有している。

スポーツ健康科学総合研究所の実績全学の研究力向上の原動力としてスポーツ健康科学分野を設定

部署 研究部 BKCリサーチオフィス HP https://www.ritsumei.ac.jp/

EMAIL r-jpeaks@st.ritsumei.ac.jp TEL 0 7 7 - 5 6 1 - 2 6 3 1
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

情報・バイオ・物質が融合した自律的な研

究強化・社会実装 AI システムの構築と、東

南アジアとの連携強化により、生産年齢人

口減少社会の自動化・省力化技術とこれを

担う博士人材育成で社会変革を先導する

大学院大学を目指す。

奈良先端大の強みとして、(1) 先端科学 3 分

野への特化と研究者の厚み、(2) 留学生の

獲得と国際人材輩出の実績、(3) 若手研究

者の機動的な登用と育成、(4) 効率的かつ

迅速な改革力が挙げられる。また、国立

大学法人の第 3 期中期計画の評価におい

て、研究と教育の両方で「中期目標を上回

る顕著な成果」という最上位の評定を得て

いる（全国で 2 校のみ）。

今後の研究力強化と自立的な経営への課

題は、国際的な人材獲得競争に打ち勝つ

力と、先端研究の社会実装を通じた収益

化である。これを達成するため、(1) 東南ア

ジア諸国からの優秀な留学生や研究者のリ

クルートと育成により研究人材の供給機能

を強化し、(2) 基礎研究のシーズを社会実

装につなげる自律的な研究力強化・収益化

システムを構築する。

研究シーズの社会実装をデジタル技術で推進し、国際連携の下で人口減少社会の持続的発展に貢献する大学

奈良先端科学技術大学院大学

参画機関

株式会社国際電気通信基礎技術研究所、東京科学大学、情報・システム研究機構国
立情報学研究所、物質・材料研究機構、奈良県立医科大学、産業技術総合研究所、
情報通信研究機構、カリフォルニア大学デービス校、スイス連邦工科大学チューリヒ校、
ストラスブール大学、ボン大学、フリードリヒ・アレクサンダー大学エアランゲン＝ニュ
ルンベルク、ガジャマダ大学、アイピービー大学、インドネシア大学、インドネシア国
立研究革新庁、マラヤ大学、マレーシアサイエンス大学、トゥンク・アブドゥル・ラーマ
ン大学、カセサート大学、チュラロンコン大学、ベトナム国家大学ハノイ自然科学大学、
ハノイ科学技術大学、ベトナム科学技術院バイオテクノロジー研究所、ベトナム科学技
術院物質科学研究所、フィリピン大学ディリマン校、アテネオ・デ・マニラ大学
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お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

東南アジアトップ 15 大学との戦略的・組織

的な連携を通じて多くの優秀な留学生を受

け入 れてきた。2024 年度において学生の

24% が留学生であり、我が国の理系大学

の中で、入学定員を充足しながら際立って

高い比率を達成している。また、先端科学

の 3 分野で大学院生や若手研究者の育成と

研究を両立させてきた。情報科学では、情

報セキュリティ研究の先駆けとなり日本の当

該政策に貢献してきた。バイオサイエンスで

は我が国の植物科学研究の一大拠点を形

成し、山中伸弥博士が本学での成果を基に

ノーベル賞を受賞している。物質創成科学

は多くの国家プロジェクトに採択され、デー

タ駆動型物質合成科学で強力な研究推進体

制を築いて来た。
高分子自動フロー合成装置の写真　

本事業ではさらなる発展を目指し、AI を用いた自律的な物質合成・生物活性評価システムを構築する。

部署 管理部　企画総務課 HP https://www.naist.jp/

EMAIL naist-jpks-admin@ml.naist.ac.jp TEL 0 7 4 3 - 7 2 - 5 9 6 0
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

徳島大学に集結した 4 つのイニシアティブ

（「光工学」「慢性炎症研究」「栄養学」「情

報科学」）の知の融合を源泉とし、基礎研

究と国内外でのスタートアップを核とした

社会実装の循環経路を確立し、創造的超

高齢社会の実現に資するイノベーションを

生み出し続ける研究大学へと発展する。

本学の特徴として、次世代光技術や医光融

合研究を中心とした「ポストLED 光工学」、

トランスレーショナルリサーチで高い実績を

持つ「慢性炎症研究」、そして、日本の栄

養学博士の約半数を輩出している「栄養科

学」が挙げられる。また、研究成果の社会

実装の点でも、長期に渡り国内トップクラ

スの知的財産活用実績を誇り、多くの大学

発ベンチャーを創出し、社会に貢献してい

る。

4 つのイニシアティブ「光工学」「慢性炎症

研究」「栄養学」「情報科学」を結集したフォ

トニクス健康フロンティア研究院を設置し、

異なる専門性や技術を組み合わせる共同

プロジェクトの創出を通じて、革新的なイ

ノベーションの創出を目指す。さらに、新

たな国際ネットワークの構築を通じて知と

人材のダイナミックな循環を促進し、研究

力の一層の強化と若手人材の育成、研究

基盤の充実を図る。

徳島大学

参画機関 宇都宮大学、大阪公立大学、滋賀医科大学、神戸薬科大学、国立循環器病研究
センター、テクニオン─イスラエル工科大学、神山まるごと高等専門学校

光工学と医学・栄養学および情報科学の研究力を結集し、世界が直面する超高齢社会の課題解決に挑戦する
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お 問 合 せ 先

2 0 2 4

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

本学は 2017 年より、研究の強みを伸 ばす

大学戦略として異分野融合を掲げ、「研究ク

ラスター制度」を開始し、分野を越えた研

究者による研究集団を組織することで、学

内の研究力の可視化と強化を推進してきた。

2022 年からは、より絞り込まれた重点研究

領域にPI を配置し、その主導のもと、学際

的研究や若手研究者の育成に重点的に取り

組んでいる。本事業では、これらの取り組

みをさらに発展させ、強みとして育成してき

た光工学・医学・栄養学を核に融合研究を

深化させる。さらにAI・情報科学の導入によ

る分析力と統合力の強化、総合的なマネジ

メント体制の整備を通じて、異分野融合の

加速と研究成果の社会実装を推進する。

2017 年から進めてきた研究クラスター制度の概要

※赤枠がアウトプット指標

部署 研究・産学連携部 研究・産学企画課 HP https://www.tokushima-u.ac.jp/

EMAIL kspj@tokushima-u.ac.jp TEL 0 8 8 - 6 1 5 - 2 3 2 8

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標
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大学ビジョン 研究力の向上戦略　強みや特色

“未来を思考する「モノづくり」と「ひとづくり」

を推し進め、最先端の技術と人材で世界にイ

ンパクトを与えるイノベーション創出大学とな

る” という2040 年ビジョンの達成を目指し、学

術界が生み出すディープテックシーズを起業や

技術移転という形で産業界にシームレスに接

続する社会実装バリューチェーンを形成する。

そのために必要な実行部隊を学内に整備し10

年間で120 社の起業等を達成する。その結果、

学術界と産業界一体となったイノベーション創

出、産業界から学術界への資金循環が活発に

なり、日本の科学技術力底上げに貢献する。

国内 Top10 常連の産学連携力、

国際的な卓越拠点となっている

宇宙分野（学術機関で超小型

人工衛星運用数 8 年連続世界 1

位、国内では JAXA と並ぶ世界

的 衛 星 用 評 価 試 験センターを

所有）や、ロボット分野（XPRIZE

世界 2 位、生活支援ロボット世

界大会 6 度優勝等の実績を持つ

研究者チーム）等を有する。

卓越的研究力の維持・発展のために、3階層のプ

ロジェクト研究センター(PRC)を定期的、戦略的

に刷新するとともに、①PRCの評価に基づく大学

戦略略経費投入と間接経費獲得額に応じたインセ

ンティブ付与。②SPRING事業や学内外へのイン

ターンによる博士人材育成やTCカレッジとの連携

による技術系人材育成強化。③研究経営が可能

な九工大型URAによる基盤研究から社会実装ま

で連動させたPRCの運営。④未来思考実証セン

ターによる基盤研究成果を基にした事業開発と技

術開発推進体制の整備らにより持続的な資金循

環と人材供給を実現する。

九州工業大学
連携大学 北九州市立大学、長崎大学

参画機関

東京大学、東京科学大学、室蘭工業大学、九州大学、情報通信研究機構、宇宙
航空研究開発機構、マレーシアプトラ大学、キングモンクット工科大学北バンコク校、
国立台湾科技大学、ニューヨーク市立大学、ローマ・ラ・サピエンツア大学、ロレー
ヌ大学

開発フェーズの実行部隊・機能・教育を国内外の大学・企業に提供可能なイノベーション創出大学モデルの構築
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お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標
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こ れ ま で の 取 組 や 成 果

研究経営のできる5 名の九工大型 URA を含

み、35 人の高度専門職員、国内でも充実し

た 77 名の技術職員が集積している。また、

九州・沖縄圏の SU エコシステム「PARKS」

を共同主幹機関として運営している。宇宙

分野においては、人工衛星運用数 8 年連続

世界 1 位であり、12 か国 13 機関が利用す

る世界的衛星試験センターを運営しており、

2024 年 7 月には JAXAと共同でCubeSat サ

ロンを開設した。ロボット分野においては、

自律移動型ロボットの世界大会で2024 年を

含め 6 度優勝している。また、地域ロボット

関連収益が 7 年で917 億円増加し、2 社の

SU を創出した。通信技術においては、規

制緩和を2 件、国際標準化を1 件達成して

いる。

部署 経営戦略室 HP https://www.kyutech.ac.jp/

EMAIL kyutech-j-peaks@jimu.kyutech.ac.jp TEL 0 9 3 - 8 8 4 - 3 2 1 2

※アウトカム指標

※
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

本学の強みであるグローバルヘルス・グ

ローバルリスク・グローバルエコロジーの 3

領域において、人類と地球の抱える多様で

相互に連関する問題群に取り組む超領域

型融合研究を推進し、科学的知見に基づく

解決策を見出し、その社会実装を進める総

合知人材を育て、プラネタリーヘルスの実

現を牽引する。

①感染症研究を中心としたグローバルヘル

ス領域（BSL4 研究施設、ロンドン大学と

の Joint Degree Program）、②原発事故・

核兵器廃絶に取り組むグローバルリスク領

域（福 島 復 興 支 援 事 業を含む )、 ③ COI-

NEXTブルーエコノミーを展開するグローバ

ルエコロジー領域、④駐在型海外拠点（ケ

ニア・ベトナム・ブラジル）、⑤プラネタリー

ヘルス学環 :Doctor of Public Health を世

界に輩出

①持続的イノベーションを生み出す経営基

盤強化、②長崎－宮崎－鹿児島の西南九

州 3 大学連携を起点とした国際ネットワー

クの形成と国際共同研究推進、③グロー

バル研究推進体制の強化と支援人員増強、

④大学院及び若手研究者確保のための支

援体制・研究環境の整備、⑤国際共同研

究強化のための海外拠点の増設と機能強

化、⑥ 3 領域に研究センターを設置し超領

域型融合研究を展開

長崎大学
連携大学 宮崎大学、鹿児島大学

参画機関 大阪公立大学、北海道大学、東京大学、国立感染症研究所、国立国際医療研究
センター、海洋研究開発機構（JAMSTEC)

プラネタリーヘルスの実現を目指し、世界を牽引する大学へ
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お 問 合 せ 先

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標

2 0 2 4

取組①

取組②

取組③

取組⑤

取組④、⑥

取組④、⑦

こ れ ま で の 取 組 や 成 果

グローバルヘルス領域の熱帯医学分野では

過去 5 年間の論文数、被引用数、国際共著

論文数、TOP10％論文数で国内 1 位を誇る。

AMED「ワクチン開発のための世界トップレ

ベル研究開発拠点の形成事業 SCARDA」に

採択され、シナジー拠点として実用化研究

を進めている。グローバルリスク領域の核

兵器廃絶研究センターは国内唯一の核兵器

廃絶を目的とした機関で政策提言や国際学

術雑誌「J-PAND」を刊行し、原爆後障害医

療研究所は WHO、IAEA 等と連携し、放射

線災害医療や健康リスクに関する国際教育

研究プログラムを実施している。グローバ

ルエコロジー領域では COI-NEXT 地域共創

分野本格型に採択の「ながさきBLUE エコノ

ミー」で持続可能な養殖業産業化共創拠点

として活動している。

部署 政策企画部政策企画課政策企画班 HP https://www.nagasaki-u.ac.jp/

EMAIL j-peaks@ml.nagasaki-u.ac.jp TEL 0 9 5 - 8 1 9 - 2 0 1 5

左上：ワクチン研究開発拠点、左下：高島水産研究所（鰤養殖）
右：軍縮不拡散を扱う英文ジャーナル「J-PAND」
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大学ビジョン 強みや特色 研究力の向上戦略　

本学では、10 年後のビジョンとして、「半導

体集積地のモデル都市構築を先導し、世界

中から多様な人材が集まる研究教育大学」

になることを掲げており、その実現に向け

て半導体実装から社会共創研究を通じて、

地域イノベーションの実現と持続可能な産

業都市構築を目指すこととしている。

本学が立地する熊本県では、世界最大級

の半導体メーカーの進出により半導体産業

の集積が加速し、地域経済に大きな波及

効果を与えている。一方で、産業人材不

足、環境負荷といった課題の顕在化ととも

に半導体ユーザー産業創出によるイノベー

ションエコシステムの確立が望まれている。

本学は、半導体三次元積層技術を実装し、

地域産業の活性化および課題解決の「結節

点」構築に取り組む。

本学の研究の柱・特色である「（1）3D 積

層技術の確立・関連産業支援」によって地

域企業の半導体産業サプライチェーンへの

組込みや製造課題解決を推進する。さらに、

「（2）社会共創研究の推進」によってユー

ザー産業創出や異分野融合研究を産学官

で協力して進める体制を構築する。加えて、

学内全体の研究力向上を目的とした体制・

環境作りのために、「（3）研究基盤の整備」

を実施する。

熊本大学

参画機関
東京大学、東北大学、九州大学、九州工業大学、熊本県立大学、東海大学、国
立台湾大学、国立陽明交通大学、国立清華大学、国立成功大学、熊本県産業技
術センター

半導体実装から社会共創研究を通じて、地域イノベーションの実現と持続可能な産業都市構築を目指す
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お 問 合 せ 先
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こ れ ま で の 取 組 や 成 果

本学の強み・特色のある拠点である半導体・デ

ジタル研究教育機構では、ISO 規格 Class1 の最

先端のクリーンルーム等の研究環境を整備し、

熊本県下の半導体関連産業の強化を目指し共同

研究等を実施している。令和 6 年度には、「地域

中核・特色ある研究大学の連携による産学官連

携・共同研究の施設整備事業」を活用して学内

外の多様な研究者が集う研究施設であるSOIL

を整備し、令和 7 年度には、基礎から社会実装

まで一気通貫の支援を行う研究開発戦略本部を

設置した。

本事業では、新たに設置する社会共創ユニット

や国内外の大学等と連携することで国内大学で

唯一のチップ積層による半導体積層技術の研究

を加速させ、社会実装の早期実現を図る。

SOIL（Semiconductor Open Innovation Laboratory）とクリーンルーム

部署 研究・社会連携部　研究推進課　戦略担当 HP https://www.kumamoto-u.ac.jp/

EMAIL k-senryaku@jimu.kumamoto-u.ac.jp TEL 0 9 6 - 3 4 2 - 3 3 0 8

OADMAP and OUTCOMESR 大 学 ビ ジョン 実 現 に 向 け た ロ ードマップ 及 び ア ウトカ ム 指 標
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経営企画部 大学経営支援課

緑字：令和5（2023）年度採択大学　　

青字：令和6（2024）年度採択大学

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業 採択大学

北海道

北海道大学

四国

徳島大学

中国

岡山大学

広島大学

東北

弘前大学

山形大学

関東

千葉大学

東京農工大学

東京芸術大学

慶應義塾大学

横浜市立大学

中部

金沢大学

信州大学

新潟大学

長岡技術科学大学

山梨大学

藤田医科大学

関西

立命館大学

大阪公立大学

奈良先端科学技術大学院大学

神戸大学

九州・沖縄

九州工業大学

長崎大学

熊本大学

沖縄科学技術大学院大学
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